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代表取締役社長　鈴木裕司（高19回）　渡辺交司（高46回）

新
た
な
百
年
に
向
け
て

こ
の
た
び
、
会
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
高
校
27
回
加
藤

光
久
と
申
し
ま
す
。
選
考
委

員
長
様
の
訪
問
を
再
三
受
け

る
中
、
浅
羽
会
長
に

顧
問
就
任
を
お
願
い

し
た
い
こ
と
を
伝
え

て
受
任
致
し
ま
し
た
。

力
不
足
で
は
あ
り
ま

す
が
、
精
一
杯
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

母
校
は
、
一
昨
年

11
月
11
日
、
時
の
野

た
。
現
在
、
校
地
内
の
再
整

備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

か
つ
て
、
現
在
の
地
で
の
建

築
は
困
難
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
多
く
の
方
々
の
尽
力

に
よ
り
新
た
な
百
年
に
向
け

て
動
き
始
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
方
、
同
窓
会
活

動
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
減

少
が
見
込
ま
れ
る
生
徒
数
や

校
内
幹
事
、
そ
し
て
諸
物
価

の
高
騰
等
同
窓
会
活
動
の
運

営
に
影
響
を
与
え
る
問
題
が

多
数
生
じ
て
い
ま
す
。
今
後

の
持
続
可
能
な
活
動
に
つ
い

て
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
検

討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
6
年
8
月
18
日
㈰
、ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松
に
お
い
て
、同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
厚
海
錬
太
郎
実
行
委
員
長
、浅
羽
浩
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、本
年
4
月
着
任
の
花
﨑
武

彦
校
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、議
事
に
入
り
、令
和
5
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
、令
和
6
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

本
年
は
役
員
改
選
年
に
当
た
り
、浅
羽
浩
会
長
の
後
任
に
加
藤
光
久
副
会
長
が
就
任
し
、新
副
会

長
に
山
本
幹
士
氏（
高
30
回
）、飯
田
昌
弘
氏（
高
32
回
）、新
会
計
監
査
委
員
に
原
徹
氏（
高
36
回
）が

就
任
、副
会
長
4
名
と
会
計
監
査
委
員
1
名
は
再
任
さ
れ
た
。ま
た
、同
窓
会
会
則
第
7
条
の
規
定

に
基
づ
き
評
議
員
会
の
推
薦
を
経
て
浅
羽
浩
氏
が
顧
問
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
に
は
、3
9
0
人
余
の
同
窓
生
が
参
集
し
た
。（
関
連
記
事
＝
2
・
12
面
）

2
0
2
5
同
窓
会
員
名
簿
発
行
予
定

村
校
長
と
浅
羽
実
行
委
員
長

の
下
、
学
校
創
立
百
周
年
記

念
式
典
を
挙
行
致
し
ま
し
た
。

式
典
当
日
の
内
容
と
い
い
、

記
念
刊
行
物
の
出
版
事
業
等

ま
さ
に
歴
史
に
残
る
事
業
と

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
同
窓

生
が
関
わ
っ
て
制
作
さ
れ
た

『
見
付
中
磐
田
南
高
百
年
史
』

は
、
国
内
、
国
外
を
問
わ
ず

様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
同

窓
生
の
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
昨
年
は
、
新
校

舎
へ
の
移
転
が
実
現
し
ま
し

同窓会ホームページ
ご活用ください

情報
発信

交流
の場

同
窓
会
員

名
簿
は
、
会

員
の
異
動
を

踏
ま
え
5
年

毎
に
発
行
し

て
い
ま
す
。

次
回
は
、

2
0
2
5
年
11
月
に
発
行
予
定
で
す
。
会
員
デ
ー
タ
の

管
理
・
発
行
を
委
託
し
て
い
る
㈱
サ
ラ
ト
か
ら
、

2
0
2
5
年
2
月
頃
、
住
所
が
判
明
し
て
い
る
会
員
あ

て
に
、
掲
載
事
項
の
確
認
・
購
入
希
望
の
有
無
等
を
ご

回
答
い
た
だ
く
た
め
の
郵
便
物
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

転
居
等
の
際
、
新
住
所
を
同
窓
会
事
務
局
に
届
け
て

い
な
い
な
ど
、
会
員
情
報
に
異
動
が
あ
る
方
は
、
す
み

や
か
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
徒
に
話
し
た
こ
と
を
記

そ
う
と
思
い
ま
す
。

『
他
力
本
願
』
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

『
他
力
本
願
』
と
い
う
と
「
他

人
の
力
を
利
用
し
て
世
の
中

を
渡
っ
て
い
く
」
と
い
っ
た

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
本
来

の
意
味
は
違
う
の
で
あ
る
。

他
力
と
は
他
人
の
力
で
は
な

く
「
他
の
世
界
の
力
」
を
指

す
。
そ
れ
は
「
あ
の
世
」
の
こ

と
。
す
な
わ
ち
ご
先
祖
さ
ま

の
力
な
の
で
あ
る
。
ご
先
祖

さ
ま
は
常
に
現
生
の
人
を
見

守
っ
て
い
て
、
人
生
の
岐
路

に
立
っ
た
時
に
間
違
っ
た
道

に
行
こ
う
と
す
れ
ば
「
そ
ち

ら
で
は
な
い
」
と
道
標
と
な

り
正
し
い
道
に
戻
し
て
く
れ

る
そ
う
だ
。
も
し
か
し
た
ら

皆
さ
ん
が
磐
田
南
高
校
に
進

学
し
た
こ
と
は
自
分
の
意
思

で
も
あ
る
が
、「
磐
田
南
高
校

に
行
け
ば
素
敵
な
人
生
が
待

っ
て
い
る
」
と
ご
先
祖
さ
ま

が
導
い
て
く
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

一
寸
先
は
闇
か
も
し
れ
な

い
が
、
闇
に
埋
も
れ
る
の
か
、

自
ら
の
力
で
抜
け
出
し
て
未

来
を
拓
く
の
か
、
す
べ
て
は
自

分
次
第
で
あ
る
。
人
生
路
に

は
い
ろ
い
ろ
な
分
岐
点
が
あ

る
。
そ
の
分
岐
点
で
迷
い
な

が
ら
道
を
選
択
し
て
い
く
の

が
人
生
だ
と
思
う
。
そ
し
て

自
分
の
歩
ん
だ
道
を
俯
瞰
的

に
見
た
と
き
に
「
失
敗
も
あ
っ

た
が
こ
の
ル
ー
ト
で
よ
か
っ

た
」
と
満
足
で
き
る
生
き
方
を

す
る
。
そ
れ
が
本
当
の
自
分

を
見
つ
け
る
答
え
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
誰
か
の
助
言
が

あ
れ
ば
軌
道
修
正
は
可
能
で

あ
る
。
助
言
を
し
て
く
れ
る

友
人
、
先
輩
、
後
輩
、
恩
師
を

多
く
見
つ
け
る
こ
と
も
必
要

だ
。
自
分
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
何
も
変
わ
ら
な
い
。
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
と
接
し
よ

う
。
そ
し
て
話
そ
う
。
そ
れ
が

で
き
る
の
が
磐
田
南
高
校
な

の
だ
。

■
会
員
異
動
の
報
告
は
文
書
・
メ
ー
ル
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

■
同
窓
会
事
務
局
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同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
お
問
い
合
わ
せ
コ
ー
ナ
ー
も

　

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

第
98
回 

同
窓
会
総
会 

盛
大
に
開
催

第
98
回 

同
窓
会
総
会 

盛
大
に
開
催

新
体
制
で
同
窓
会
ス
タ
ー
ト

新
体
制
で
同
窓
会
ス
タ
ー
ト

副会長

同窓会役員紹介
加藤　光久（高27回）新任
鈴木万里子（高25回）
村松　啓至（高27回）
廣田　　茂（高29回）
山本　幹士（高30回）新任
飯田　昌弘（高32回）新任
山本あけみ（高32回）
長尾　　仁（高20回）
原　　　徹（高36回）新任
浅羽　　浩（高22回）新任

会　長　浅羽　　浩（高22回）
副会長　鈴木　一雄（高24回）
監　査　山田　敏康（高24回）

会 長

顧　問

会計監査
委員

退

　任

花
﨑
武
彦
校
長

着
任

加
藤
光
久
新
会
長

あ
い
さ
つ

見
中・磐
田
南
高
等
学
校

同
窓
会
だ
よ
り

見
中・磐
田
南
高
等
学
校

同
窓
会
だ
よ
り
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地場野菜直売&ランチカフェ

いいとこまんぢゅう（㈱加登屋）
〒438-0002  磐田市大久保896-48
TEL.0538-38-1000  FAX.0538-38-2220
OPEN 8：30～18：00（日曜定休）ららぽーと磐田より東へ800m

＼是非ご覧ください!／

大石 祐介
（高48回）

大石 義典
（高21回）

HPは
こちら!!

LINE公式
アカウントは
こちら!!

評
議
員
会
に
お
い
て
、
高
27

回
大
庭
正
裕
さ
ん
・
近
藤
政
史

さ
ん
か
ら
花
﨑
校
長
へ
、
同
窓

会
総
会
に
お
い
て
高
36
回
鈴
木

勝
則
さ
ん
・
寺
田
義
彦
さ
ん
か

ら
浅
羽
会
長
へ
、
寄
付
金
20
万

円
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

感
動
に
充
ち
た

　
　
六
年
間
に
感
謝

第
23
代
同
窓
会
長（
高
22
回
）

浅
羽　

浩

コ
ロ
ナ
禍
の
直
撃
を
受
け

断
腸
の
思
い
で
総
会
中
止
を

決
断
し
た
令
和
2
年
夏
。

Z
O
O
M
に
よ
る
初
の
総
会

を
成
し
遂
げ
担
当
年
次
の
皆

さ
ん
と
感
動
を
共
有
し
た
令

和
3
年
夏
。
そ
し
て
、
浜
松

市
内
の
ホ
テ
ル
に
会
場
を
求

め
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し

た
感
慨
深
い
令
和
4
年
5
年

6
年
の
夏
。
毎
年
、
総
会
担

当
年
次
の
皆
さ
ん
と
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
総
会
・
懇
親
会

を
創
り
上
げ
た
経
験
は
尊
い

も
の
で
し
た
。

母
校
創
立
百
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
長
を
務
め
、
母

校
の
歴
史
的
な
節
目
に
遭
遇

す
る
感
激
を
在
校
生
始
め
多

く
の
方
々
と
共
有
で
き
た
こ

と
も
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

式
典
当
日
、
見
性
寺
に
眠
る

初
代
尾
崎
楠
馬
校
長
に
創
立

今
年
で
98
回
を
迎
え
る
歴

史
あ
る
同
窓
会
総
会
が
無
事

に
開
催
で
き
、
喜
び
を
感
じ
る

と
と
も
に
安
堵
し
て
お
り
ま

す
。
一
年
前
に
97
回
の
本
会
を

見
学
し
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
総
会

当
番
の
プ
レ
ー
ト
を
受
け

取
っ
た
際
、
一
年
後
に
自
分
た

ち
の
学
年
で
こ
の
舞
台
を
運

営
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
全

く
湧
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
年
の
月
日
の
中
で
様
々

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

お
も
し
ろ
い
な
と
感
じ
る
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。
荷
が
重
い
と

感
じ
た
実
行
委
員
長
と
い
う
役

目
で
す
が
、
あ
る
時
か
ら
、
一

番
幸
運
な
役
目
だ
と
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。立
場
上
、

多
く
の
方
々
と
関
わ
り
、
多
く

の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
役
員
、
関
係
機
関
、
協

賛
企
業
の
方
々
、
そ
し
て
、
一

緒
に
準
備
を
進
め
て
く
れ
た
同

級
生
に
支
え
ら
れ
、
誰
よ
り
も

た
く
さ
ん
人
に
助
け
て
も
ら
っ

た
経
験
を
し
た
の
が
実
行
委
員

長
で
す
。
逆
に
、
厳
し
い
お
言

葉
を
い
た
だ
い
た
経
験
も
あ
り

ま
し
た
。
時
代
が
変
わ
り
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
し
て
も
、

変
わ
ら
ず
に
大
切
に
し
た
方
が

良
い
こ
と
が
あ
る
と
教
え
ら
れ

た
、
あ
り
が
た
い
経
験
で
す
。

一
緒
に
準
備
を
進
め
て
く

れ
た
同
級
生
の
み
ん
な
、
本
当

に
頼
も
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り

が
と
う
。
高
校
生
活
で
「
友
」

と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
一

生
の
宝
を
手
に
入
れ
て
い
た

こ
と
を
実
感
す
る
一
年
で
し

た
。
今
年
で
終
わ
り
で
は
な

く
、
来
年
以
降
も
同
窓
会
は
続

い
て
い
き
ま
す
。
ご
縁
を
大
切

に
、
そ
し
て
皆
さ
ん
自
身
の
人

生
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
、
楽

し
み
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

来
年
、
会
場
が
磐
田
に
戻

り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
素
敵

な
空
間
で
開
催
さ
れ
る
同
窓

会
が
楽
し
み
で
す
。
56
回
生
、

期
待
し
て
い
ま
す
。

百
周
年
を
報
告
し
式
典
会
場

に
向
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
そ
し
て
、『
見
付
中

磐
田
南
高
百
年
史
』
を
監
修

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
多
く

の
素
晴
ら
し
い
卒
業
生
と
出

会
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も

無
上
の
喜
び
で
し
た
。
資
料

集
め
か
ら
6
年
、
編
集
委
員

会
立
ち
上
げ
か
ら
足
掛
け
4

年
を
費
や
し
、
40
回
を
超
す

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
経
て
完

成
さ
せ
た
百
年
史
。
調
査
・

事
実
確
認
・
執
筆
に
費
や
し

た
苦
し
い
日
々
も
懐
か
し
く

感
じ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
令

和
2
年
秋
に
再
構
築
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、

母
校
の
現
況
や
卒
業
生
の
活

躍
を
お
伝
え
す
る
こ
と
も
大

き
な
喜
び
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
感
動
的
な

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
の
も
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

科　目 金　額 備　考
１．同窓会入会金 4,875,000 令和5年3月卒業生325名×15,000円
２． 配当金 40,000 浜松磐田信用金庫出資金配当
３．寄付金 330,000 卒業40周年寄付金（高35回）、高3回・6回生寄付金
４．雑収入 409,674 会報広告料、総会メダル売上、記念刊行物売上
５．前年度繰越金 1,682,637

合　計 7,337,311

科　目 金　額 備　考
１．会務費 1,409,171

①会議費 106,000 会場費・通信費・交通費等
②総会・慰霊祭費等 311,660 総会助成、慰霊祭献花等　　　
③支部総会助成 451,960 支部総会助成、祝儀、旅費
④慶弔費 156,786 御香料等
⑤事務費 247,445 プリンター・クリーナー更新、通信費、文房具等
⑥事務局費 135,320 会計監査委員交通費、事務局補助員謝金

２．事業費 3,980,415
①卒業記念品代 204,886 校章入り印鑑　278本×737円
②会報発行費 2,522,349 同窓会報取材・編集・印刷・郵送費等
③教育振興費 1,036,000 尾崎教育振興基金助成、東海大会出場選手激励金
④ホームページ運営費 36,300 WEBサイト保守管理
⑤諸費 180,880 関東支部70周年記念誌購入

３．予備費 0
合　計 5,389,586

退
任
の
あ
い
さ
つ

和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
懇
親
会

第
98
回
見
中
・磐
田
南

高
等
学
校
同
窓
会
を
終
え
て

総
会
実
行
委
員
長

厚
海
錬
太
郎（
高
55
回
）

寄付金を贈呈した鈴木勝則さん寄付金を贈呈した鈴木勝則さん
（中央）と寺田義彦さん（右）（中央）と寺田義彦さん（右）

当番による受付、懇親会でのおもてなし当番による受付、懇親会でのおもてなし

持山翔子さん（高55回）によるピアノ演奏持山翔子さん（高55回）によるピアノ演奏 懐かしい友との会話がはずむ懐かしい友との会話がはずむ

声高らかに「乾杯！」声高らかに「乾杯！」

江間智美江間智美次期次期実行委員長（高56回）の実行委員長（高56回）の
決意表明決意表明

同
窓
会
へ
の

寄
付

「
出
会
い
な
お
し
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
総
会

令和 5 年度  一般会計決算書

【収入の部】� （単位：円）

【支出の部】� （単位：円）
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■ファミリーマート  浜松白鳥店
〒435-0002  浜松市中央区白鳥町101-2
TEL.053-423-4211

■ファミリーマート  浜松小池町店
〒435-0056  浜松市中央区小池町65
TEL.053-432-5751

■ファミリーマート  浜松城公園前店
〒430-0948  浜松市中央区元目町110-20
TEL.053-478-7078

■ファミリーマート  吉田町総合体育館前店
〒421-0303  榛原郡吉田町片岡字上川原1937-1
TEL.0548-34-5588

■ファミリーマート  岡崎細川町店
〒444-2149  岡崎市細川町字長原52-59
TEL.0564-66-8101

■ファミリーマート  岡崎日名本町店
〒444-0916  岡崎市日名本町2-18
TEL.0564-65-3431

■ファミリーマート  豊田生駒町店
〒473-0928  豊田市生駒町東山718-1
TEL.0565-59-1735

■ファミリーマート  JR磐田駅店
〒438-0078  磐田市中泉633-1
TEL.0538-39-5023

■ファミリーマート  掛川駅南店
〒436-0028  掛川市亀の甲2-2-17
TEL.0537-62-1550

■ファミリーマート  磐田インター店
〒438-0086  磐田市見付1808-18
TEL.0538-39-0331

■ファミリーマート  岡崎両町店
〒444-0023  岡崎市両町2-17
TEL.0564-65-3708

■ファミリーマート  豊田高岡本町店
〒473-0922  豊田市高岡本町中部350-4
TEL.0565-51-2280

■ファミリーマート  豊田おしかも店
〒470-1207  豊田市鴛鴨町長根208-1
TEL.0565-71-5221

〒438-0086  静岡県磐田市見付2940番地
TEL 0538-32-6770

代表取締役
村松 明久［高28回卒］
取締役
村松 龍馬［高59回卒］ 本社 〒438-0835 静岡県磐田市豊田西之島258

 TEL〈0538〉32-5185  FAX〈0538〉32-5186

代表取締役社長 （高21回）鈴　木　　厚

　このほど、同窓会事務局では、市川恒さんが筆耕
された初代校長尾崎楠馬先生の日誌11年分を活
字化し刊行しました。大正13～15年・昭和4～7
年・昭和13～16年の3分冊。創立百周年記念事
業で刊行した『見付中磐田南高百年史』『評伝尾
崎楠馬』の大きな後ろ盾となった日誌です。未解読
の日誌については、今後、順次翻刻を進めていきま
す。市内公立図書館、県立中央図書館等で閲覧で
きます。実費で頒布します。
問合せは同窓会事務局（TEL.0538‐32‐0524
水曜日10時〜13時）へ。

故故  

鈴
木
源
市

鈴
木
源
市
様様  

3030
万
円
万
円

　
旧
職
員・

　
旧
職
員・

　
第
　
第
1818
代
同
窓
会
長

代
同
窓
会
長

同
窓
会
活
動
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
杉
嶋
岑
さ
ん
（
高

10
回
）
が
昨
年
8
月
に
永
眠

さ
れ
ま
し
た
。
享
年
84
歳
。

磐
南
出
身
の
学
生
組
織
「
は

ぐ
ま
会
」
を
創
設
し
30
年
に

渡
っ
て
指
導
さ
れ
、
関
東
支

部
で
は
幹
事
・
会
報
担
当
を

13
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
献
身
的

な
方
で
し
た
。
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
。

「
は
ぐ
ま
会
」
は
一
橋
大
学

院
生
時
代
に
発
起
人
代
表
と

し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
親

睦
」「
奉
仕
」
が
2
大
理
念
で
、

静
岡
大
学
に
本
部
、
関
東
、
関

西
に
総
支
部
が
あ
り
ま
し
た
。

「
親
睦
」
と
し
て
は
新
入
生
歓

迎
会
、
卒
業
生
追
い
出
し
コ

ン
パ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
高

尾
山
な
ど
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を

開
催
。「
奉
仕
」
と
し
て
は
は

ぐ
ま
祭
で
在
校
生
に
大
学
説

明
会
を
開
き
、
受
験
生
に
は

宿
泊
な
ど
の
便
宜
を
は
か
り

ま
し
た
。
近
況
を
知
ら
せ
る

会
報
も
発
行
し
ま
し
た
。

関
東
支
部
で
は
創
刊
さ
れ

た
会
報
の
編
集
の
一
切
を
引

き
受
け
、
二
千
五
百
人
の
会

員
名
簿
を
作
成
し
、
事
務
局

長
と
し
て
総
会
運
営
、
連
絡

恩
師
4
名
、
高
校
46
回
生
で

早
世
さ
れ
た
1
名
の
御
霊
の

平
安
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し

た
。
本
年
は
コ
ロ
ナ
前
に
戻

し
た
形
で
関
係
者
の
ご
臨
席

の
下
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
も
伝
統
を
絶

え
ず
繋
げ
て
頂
い
た
関
係
者

の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

物
故
者
へ
捧
げ
ら
れ
た
言

葉
の
中
で
、
高
校
で
の
素
晴
ら

し
い
出
会
い
と
、
共
に
歩
ん
だ

日
々
に
思
い
を
馳
せ
る
部
分
が

あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
人
と
の

出
会
い
が
人
生
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
の
で
あ
り
、
高
校
が
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

8
月
17
日
㈯
、
灼
熱
の
太

陽
が
照
り
付
け
る
中
、
翌
日
の

第
98
回
総
会
開
催
を
前
に
同
窓

会
役
員
及
び
正
副
実
行
委
員
長

が
尾
崎
楠
馬
先
生
の
墓
参
に
見

性
寺
を
訪
れ
た
。
１
週
間
程
前

に
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
注
意

情
報
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
無
事
開
催
を
祈
っ
た
。

い
に
活
用
さ
れ
た
。
そ
の
功

績
に
感
謝
申
し
上
げ
つ
つ
、

御
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

中
山　

正
典
（
高
28
回
）

野
球
部
の
歴
史
で
、
昭
和

時
代
の
最
高
成
績
ベ
ス
ト
8

（
昭
和
56
年
夏
の
選
手
権
）

に
導
い
た
神
谷
五
郎
先
生
が

令
和
6
年
7
月
1
日
満
87
歳

に
て
、
天
国
に
旅
立
た
れ
ま

し
た
。

当
時
野
球
部
の
活
動
場
所

は
メ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
角

後
輩
が
平
成
で
は
最
高
成

績
ベ
ス
ト
4
、
そ
し
て
令
和

時
代
さ
ら
に
良
い
成
績
を
残

す
こ
と
を
、
先
生
も
天
国
か

ら
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
で

し
ょ
う
。
先
生
が
監
督
を
辞

す
る
時
に
残
さ
れ
た
言
葉
『
長

か
っ
た
グ
ラ
ン
ド
な
き
戦

い
！ 
そ
の
ハ
ン
グ
リ
ー
精

神
！ 
先
輩
た
ち
の
限
り
な
き

努
力
と
汗
の
結
晶
が
歴
史
を

刻
ん
で
、
記
録
を
生
み
、
グ

ラ
ン
ド
を
生
ん
だ
。
バ
ン
ザ

イ
と
叫
び
た
い
。
後
輩
た
ち

に
期
待
す
る
も
の
は
何
か
！

自
ら
学
べ
…
』。
先
生
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鈴
木　

祥
充
（
高
34
回
）

で
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
と
投
手
板

の
間
に
ト
ラ
ッ
ク
が
横
断
し
て

お
り
、
陸
上
部
員
が
走
る
た
び

練
習
を
中
断
し
て
い
ま
し
た
。

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
が
な
く
、
塁

ベ
ー
ス
は
移
動
式
、
他
校
に
あ

る
内
野
黒
土
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
環
境
で
も
、
先
生
は
、

『
逆
境
に
強
く
な
れ
。
施
設
・

予
算
・
時
間
・
選
手
が
十
分
で

な
い
か
ら
負
け
て
も
仕
方
が
な

い
と
い
う
甘
さ
は
、
勝
負
の
世

界
に
関
係
な
い
』
と
い
つ
も

仰
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果

が
ベ
ス
ト
8
、
そ
し
て
、
現
在

の
野
球
場
（
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
あ

り
、
固
定
式
塁
ベ
ー
ス
、
内
野

黒
土
）
の
完
成
で
す
（
昭
和
60

年
3
月
）。

調
整
に
あ
た
り
ま
し
た
。
は

ぐ
ま
会
の
学
生
を
総
会
に
招

き
、
学
生
と
社
会
人
の
橋
渡

し
も
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
経
済
新
聞
社
で
編
集

業
務
を
担
当
し
「
磐
南
マ
ス
コ

ミ
会
」
の
事
務
局
を
務
め
、
故

郷
で
は
生
涯
学
習
の
会
「
近
代

遠
州
の
会
」を
創
設
す
る
な
ど
、

精
力
的
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
各
地
を
視
察
し
、
支
部
の

会
報
に
も
寄
稿
し
て
い
ま
す
。

北
朝
鮮
訪
問
中
に
拘
束
さ
れ
、

2
年
2
か
月
の
監
禁
生
活
を

「
北
朝
鮮
抑
留
記
」
と
し
て
出

版
し
ま
し
た
。
晩
年
も
後
輩
た

ち
に
貴
重
な
経
験
を
語
り
、
母

校
の
百
年
史
に
高
校
時
代
の
思

い
出
を
記
し
て
い
ま
す
。
最
期

ま
で
母
校
愛
は
衰
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

津
川　

悟
（
高
35
回
）

令
和
6
年
3
月
9
日
、
市

川
恒
（
ひ
さ
し
）
さ
ん
（
中

21
回
）
が
御
逝
去
さ
れ
た
。

享
年
94
歳
。
市
川
さ
ん
は
昭

和
19
（
1
9
4
4
）
年
8
月

11
日
、
見
付
中
学
校
3
年
在

籍
時
に
専
売
局
（
磐
田
市
見

付
に
あ
っ
た
煙
草
専
売
局
）

で
行
わ
れ
た
通
年
動
員
出
動

班
入
所
式
に
出
席
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
学
徒
勤
労
動
員
の

ま
ま
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ず
、
終
戦
を
迎
え
た
。

終
戦
後
、
学
業
復
帰
の
機
会

は
な
い
ま
ま
見
中
最
後
の
卒

業
生
と
な
っ
た
。
太
平
洋
戦

争
の
中
等
教
育
機
会
の
剥
奪

の
歴
史
を
そ
の
ま
ま
背
負
っ

た
人
で
あ
っ
た
。

市
川
さ
ん
の
歴
史
研
究
は

見
付
中
学
校
時
代
に
始
ま
り
、

近
年
は
磐
南
文
化
協
会
副
会

長
を
務
め
、
論
考
を
発
表
し

続
け
、
磐
田
市
歴
史
文
書
館

で
古
文
書
を
解
読
し
、
多
く

の
市
民
の
古
文
書
解
読
の
講

師
を
務
め
た
。
研
究
業
績
は

『
磐
南
文
化
』（
昭
和
52
年
創

刊
）
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
尾
崎
楠
馬
見

中
初
代
校
長
の
日
誌
を
解
読

し
、
そ
の
筆
耕
を
残
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
母
校
創
立
百
周
年

記
念
事
業
に
お
い
て
刊
行
さ

れ
た
『
見
付
中
磐
田
南
高
百

年
史
』『
評
伝
尾
崎
楠
馬
～
教

育
に
捧
げ
た
生
涯
～
』
に
大

8
月
18
日
㈰
は
ぐ
ま
会
館

に
お
い
て
、
こ
の
1
年
間
の

同
窓
生
物
故
者
1
8
8
名
、

『
見
付
中
磐
田
南
高
百
年
史
』・

『
見
付
中
磐
田
南
高
百
年
史
』・

『
評
伝
尾
崎
楠
馬
』編
集
に

『
評
伝
尾
崎
楠
馬
』編
集
に

多
大
な
貢
献

多
大
な
貢
献

同
窓
会
へ
ご
寄
付
を

同
窓
会
へ
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り

心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

高高
66
回
生
一
同

回
生
一
同  

様様  

1010
万
円
万
円

高高
33
回
生
一
同

回
生
一
同  

様様  

33
万
円
万
円

卒
業
生
の
逝
去
を
悼
む

杉
嶋
岑
さ
ん
の

　ご
逝
去
を
悼
ん
で

杉
嶋
岑
さ
ん
の

　ご
逝
去
を
悼
ん
で

地
域
の
歴
史
研
究
家

市
川
恒
さ
ん
御
逝
去

地
域
の
歴
史
研
究
家

市
川
恒
さ
ん
御
逝
去

「
長
か
っ
た

 

グ
ラ
ン
ド
な
き
戦
い
！
」

　
　神
谷
五
郎
先
生
を
偲
ん
で 

「
長
か
っ
た

 

グ
ラ
ン
ド
な
き
戦
い
！
」

　
　神
谷
五
郎
先
生
を
偲
ん
で 

初
代
校
長
に

総
会
の
開
催
を
報
告

見性寺（見付）にて見性寺（見付）にて

市
川
恒
さ
ん（
中
21
回
）筆
耕

　
　
　
　『尾
崎
楠
馬
校
長
の
日
誌
』刊
行

慰
霊
祭
の
ご
報
告

慰
霊
祭 

規
模
縮
小
し
て
開
催

（
8
月
15
日
）

慰
霊
祭
実
行
委
員
長

渡
辺
敬
弘（
高
46
回
）

同
窓
会
へ
の

寄
付

代表代表
河合俊彦さん河合俊彦さん

代表　石井進さん（左）代表　石井進さん（左）
　　　杉本哲郎さん（右）　　　杉本哲郎さん（右）
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加藤光久（高27回）  加藤正之（高60回）

社会保険労務士法人

加藤労務管理事務所

卒
業
生
は

卒
業
生
は

今今
「
合
宿
」
と
称
し
て
さ
ら
に
暑

い
タ
イ
に
行
っ
た
り
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
を
間
近
で
見
る
た
め
に

ネ
パ
ー
ル
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に

行
っ
た
り
し
た
。
海
外
旅
行
に

対
す
る
苦
手
意
識
も
今
は
ほ
と

ん
ど
な
く
な
り
、
こ
れ
か
ら
も

時
間
と
予
算
が
許
せ
ば
出
掛
け

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

2
年
の
任
期
を
終
え
今
年
3

月
に
帰
国
し
た
。
幸
い
に
も
、

仕
事
の
心
配
を
し
て
く
だ
さ
る

方
が
い
て
、
現
在
、
静
岡
大
学

教
育
学
部
特
任
教
授
と
常
葉
大

学
非
常
勤
講
師
と
し
て
理
科
教

育
や
教
員
養
成
に
携
わ
っ
て
お

り
、
自
分
の
経
験
を
生
か
せ
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
静
岡
大
学  
教
育
学
部  

特
任
教
授

　
ト
ッ
プ
ガ
ン
教
育  
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　
常
葉
大
学  

非
常
勤
講
師

中
学
校
教
員
を
2
年
前
に
定

年
退
職
し
、
在
外
教
育
施
設
シ

ニ
ア
派
遣
制
度
で
海
外
の
日
本

人
学
校
に
勤
め
る
道
を
選
ん

だ
。
赴
任
先
の
通
知
は
12
月
末

に
届
き
、
そ
こ
に
は
「
ダ
ッ
カ

日
本
人
学
校
」
と
あ
り
、
さ
っ

そ
く
グ
グ
っ
て
み
る
と
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
発
展
途
上
国
、

テ
ロ
、
大
気
汚
染
な
ど
、
な
か

な
か
の
国
ら
し
い
。

ダ
ッ
カ
日
本
人
学
校
は
幼
稚

園
～
中
学
校
の
子
供
た
ち
約
50

人
の
小
規
模
校
だ
が
、
複
式
で

の
授
業
は
行
わ
ず
、
な
か
な
か

多
忙
だ
っ
た
。
校
庭
は
狭
い
な

が
ら
も
ベ
ン
ガ
ル
芝
が
広
が

り
、遊
ぶ
に
は
も
っ
て
こ
い
で
、

幼
稚
園
か
ら
中
学
生
ま
で
が
一

緒
に
遊
ぶ
姿
は
他
で
は
見
ら
れ

な
い
も
の
だ
ろ
う
。
私
も
子
ど

も
た
ち
と
汗
だ
く
で
遊
び
、
50

年
ぶ
り
に
挑
戦
し
た
逆
上
が
り

と
跳
び
箱
が
し
っ
か
り
と
で

き
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ヒ
ー
ロ
ー

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

学
校
を
囲
む
塀
は
テ
ロ
対
策

と
し
て
4
～
5
メ
ー
ト
ル
程
の

高
さ
で
、
車
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

も
二
重
扉
の
ゲ
ー
ト
で
車
底
な

ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
な
い
と
入
れ
な
い
。

2
0
1
6
年
に
日
本
人
も
犠

牲
に
な
っ
た
テ
ロ
事
件
以
来
一

層
厳
し
い
も
の
に
な
っ
た
と
聞

い
た
。
避
難
訓
練
も
テ
ロ
を
想

定
し
て
行
っ
て
い
る
。

休
日
は
自
転
車
で
市
場
な
ど

人
々
が
集
う
と
こ
ろ
に
よ
く
出

掛
け
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

人
達
は
人
懐
っ
こ
く
、
よ
く
話

し
か
け
ら
れ
た
。
現
地
語
の
ベ

ン
ガ
ル
語
で
の
会
話
は
無
理

だ
っ
た
が
、
お
互
い
片
言
英
語

で
な
ん
と
か
な
っ
た
。
路
上
に

は
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
も

多
く
、
彼
ら
に
英
語
は
通
じ
な

か
っ
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合

通
り
す
が
り
の

人
が
通
訳
し
て

く
れ
た
。

他
国
に
も
数

回
出
掛
け
た
。

テ
ニ
ス
仲
間
と

高
34
回
生
は
、
現
在
仕
事
人

生
の
長
い
第
一
ス
テ
ー
ジ
を
終

え
、
子
育
て
か
ら
も
解
放
さ
れ

真
か
ら
自
由
な
気
持
ち
で
人
生

の
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
何
を
す
る

か
考
え
る
時
期
に
入
っ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
趣
味
を
極
め
る

人
、
社
会
奉
仕
を
考
え
る
人
、

経
験
を
後
継
に
伝
え
る
人
、
多

種
多
様
な
考
え
で
自
分
の
目
標

四
季
の
恵
み
に
包
ま
れ
る
日

本
に
住
む
私
た
ち
は
、「
熱
帯

雨
林
」
に
対
し
て
吸
血
性
の
蚊

や
ダ
ニ
、
ヒ
ル
、
猛
獣
が
跋
扈

す
る
暗
く
蒸
し
暑
い
場
所
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
熱
帯
雨
林
は

地
球
上
の
生
物
の
50
〜
80
%

が
息
づ
く
、
生
物
多
様
性
の
宝

庫
で
あ
る
。
冬
の
な
い
こ
の
地

で
は
、
一
年
中
ど
こ
か
で
果
物

が
実
り
、
若
葉
が
芽
吹
く
。
熱

帯
雨
林
は
ま
さ
に
生
物
に
と
っ

て
楽
園
で
あ
る
。

私
は
こ
の
動
植
物
の
息
づ
く

行
動
を
決
め
て
い
け
る
。

私
は
と
い
う
と
、
振
り
返
っ

て
仕
事
は
人
一
倍
や
っ
て
き

た
。
日
々
降
り
か
か
っ
て
く
る

こ
と
を
「
任
務
」
と
と
ら
え
、

力
量
の
精
一
杯
で
こ
な
し
て
き

た
と
自
負
し
て
い
る
。
子
育
て

の
方
は
、
自
分
の
中
で
は
重
要

事
項
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
仕

事
が
7
割
、
子
育
て
3
割
と
い

う
ウ
エ
イ
ト
で
あ
っ
た
。
娘
か

ら
は
、「
不
足
で
あ
っ
た
」
と

い
う
感
想
を
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
残
念
。
我
慢
強
か
っ
た
娘

と
周
り
に
支
え
ら
れ
て
十
分
な

時
間
を
仕
事
に
か
け
る
こ
と
が

森
に
魅
了
さ
れ
、東
南
ア
ジ
ア
、

南
米
、
ア
フ
リ
カ
の
熱
帯
雨
林

で
野
生
動
物
の
研
究
を
続
け
て

い
る
。
中
で
も
、
東
南
ア
ジ
ア

の
ボ
ル
ネ
オ
島
の
森
に
は
20
年

も
の
歳
月
を
費
や
し
て
通
い
続

け
て
き
た
。
私
の
専
門
は
霊
長

類
の
行
動
・
生
態
で
あ
り
、
と

り
わ
け
、
天
狗
の
よ
う
な
鼻
を

持
つ
テ
ン
グ
ザ
ル
の
観
察
を
長

年
に
わ
た
り
続
け
て
い
る
。

3
0
0
種
以
上
の
霊
長
類
の

中
で
、
こ
の
よ
う
な
特
異
な
進

化
を
遂
げ
た
サ
ル
は
他
に
な

く
、「
な
ぜ
あ
の
よ
う
な
鼻
を

…
」
と
い
う
謎
解
き
に
夢
中
で

あ
る
。
熱
帯
雨
林
に
は
、
新
た

な
発
見
や
未
知
の
現
象
が
満
ち

溢
れ
て
お
り
、
そ
の
興
奮
は
仕

事
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る

ほ
ど
で
あ
る
。「
汝
の
愛
す
る

も
の
を
仕
事
に
選
べ
、
そ
う
す

れ
ば
生
涯
一
日
た
り
と
も
働
か

な
く
て
済
む
で
あ
ろ
う
」
と
孔

子
は
言
っ
た
が
、
ま
さ
に
私
の

大
学
で
の
研
究
は
こ
れ
に
他
な

ら
な
い
。　
　

し
か
し
一
方
で
、
減
り
ゆ
く

熱
帯
雨
林
の
保
全
は
世
界
的
に

も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
東
南

ア
ジ
ア
で
は
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
・

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
に

よ
り
広
大
な
森
が
伐
採
さ
れ
、

ボ
ル
ネ
オ
ゾ
ウ
や
オ
ラ
ン
ウ
ー

タ
ン
、
テ
ン
グ
ザ
ル
な
ど
希
少

動
物
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て

い
る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
か
ら
作
ら

れ
る
パ
ー
ム
油
は
、
大
量
に
日

本
に
も
輸
出
さ
れ
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
や
洗
剤
、
化
粧
品
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
熱
帯
雨

林
の
破
壊
は
、
遠
い
国
で
起
き

て
い
る
日
本
人
に
と
っ
て
無
関

係
な
出
来
事
で
は
な
い
。私
は
、

熱
帯
雨
林
を
保
全
す
る
た
め
の

で
き
た
。

仕
事
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
縁

に
恵
ま
れ
、「
た
こ
焼
き
屋
」

「
表
面
改
質
処
理
」「
自
社
工
場

建
設
」「
タ
イ
現
地
法
人
設
立
」

等
実
績
を
積
め
た
の
は
、
私
一

人
の
力
で
は
な
く
、
社
員
や
、

よ
い
ご
縁
を
も
た
ら
し
て
く

れ
た
お
客
様
の
お
か
げ
と
思
っ

て
い
る
。
こ
の
30
年
弱
、
目
ま

ぐ
る
し
く
刺
激
的
な
仕
事
人
生

だ
っ
た
。
飛
行
機
の
中
で
偶
然

知
り
合
っ
た
方
が
、
日
本
の
経

済
界
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る

方
で
あ
っ
た
り
、
タ
イ
の
官
僚

の
方
と
国
王
の
お
見
舞
い
記
帳

に
行
け
た
り
、
と
ん
で
も
な
い

セ
レ
ブ
の
方
と
知
り
合
え
た

り
。
磐
田
と
海
外
の
両
方
の
拠

点
で
仕
事
を
す
る
な
ど
、
想
像

し
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

降
り
か
か
っ
て
く
る
こ
と
と
ご

縁
が
あ
る
こ
と
を
こ
な
し
て
き

た
ら
、
恵
ま
れ
る
こ
と
が
い
ろ

い
ろ
あ
っ
た
。
も
う
一
度
や
り

直
せ
る
と
し
て
も
、
ま
た
同
じ

道
を
選
ぶ
気
が
す
る
。仕
事
は
、

少
し
だ
け
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
て

こ
の
先
も
続
け
て
い
く
。

し
か
し
、
今
こ
の
先
の
人
生

を
考
え
た
時
に
、
仕
事
だ
け
と

い
う
の
も
疑
問
で
あ
る
。
何
を

す
れ
ば
自
分
が
満
足
す
る
の

か
、
自
分
の
心
は
何
を
欲
し
て

い
る
の
か
を
探
っ
て
い
る
最
中

で
あ
る
。
ま
だ
先
は
長
い
。「
自

由
に
、
楽
し
く
、
豊
か
に
」
を

目
標
と
し
て
。
予
想
外
の
展
開

が
面
白
い
。
こ
れ
か
ら
の
時
間

を
ど
う
過
ご
す
か
で
、
自
分
の

人
生
に
満
足
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
株
式
会
社
オ
キ
ソ

　
代
表
取
締
役

植
林
活
動
や
教
育
活
動
を
、
現

地
マ
レ
ー
シ
ア
や
日
本
の

N
P
O
と
協
力
し
て
実
践
し

て
い
る
。
私
の
人
生
を
楽
し
く

豊
か
に
し
て
く
れ
た
熱
帯
雨
林

を
守
る
た
め
の
活
動
も
ま
た
、

研
究
活
動
と
同
じ
く
ら
い
重
要

で
あ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
京
都
大
学

　
野
生
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー  

教
授

　
中
部
大
学  

客
員
教
授

　
ボ
ル
ネ
オ
保
全
ト
ラ
ス
ト
・

　
ジ
ャ
パ
ン  

理
事

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
く
ら
し

高
32
回  

倉
島  

茂
見

熱
帯
雨
林
に
魅
せ
ら
れ
て高49

回  

松
田  

一
希

今
、
考
え
て
い
る
こ
と高

34
回  
大
石  

容
紫
子

ストリートチルドレンと

タイ工場

テングザル
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地域に密着した医療を目指します

往診応談　禁煙治療（保険可）

内科・小児科　木佐森医院
院長　木佐森正樹（高25回）
〒438-0077 磐田市国府台55－1
 TEL.0538－32－2555

43
年
前
の
高
3
の
夏
、
私
た

ち
磐
南
野
球
部
は
静
岡
大
会
で

初
め
て
ベ
ス
ト
8
に
入
り
ま
し

た
。
当
時
、
高
校
野
球
は
テ
レ

ビ
で
よ
く
放
送
さ
れ
、
私
も
投

手
と
し
て
注
目
を
浴
び
ま
し

た
。
設
備
の
整
っ
て
い
な
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
、
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
陸
上
部
と
共
用
し

て
、
彼
ら
は
男
子
マ
イ
ル
リ

レ
ー
で
日
本
タ
イ
記
録
を
樹

立
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
限

ら
れ
た
環
境
か
ら
の
大
き
な

成
果
で
し
た
。　

大
学
卒
業
後
、
磐
南
浄
化
槽

株
式
会
社
に
入
社
し
、
現
在
は

社
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
磐
田

市
の
環
境
整
備
に
携
わ
り
、

人
々
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
き

ま
し
た
。
多
く
の
方
が
「
あ
の

時
の
磐
南
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
」
と

し
て
覚
え
て
く
だ
さ
り
、
親
し

み
を
持
っ
て
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

以
前
、
野
球
部
O
B
会
の

役
員
と
し
て
も
活
動
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
今
で
も
O
B
の
皆

さ
ん
に
は
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
選
手
達
を

支
え
、
応
援
す
る

こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
い
、

た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
作
っ
て
き
ま

「
台
湾
」
と
聞
い
て
、
み
な

さ
ん
ど
ん
な
も
の
を
思
い
浮

か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
小
籠

包
、
マ
ン
ゴ
ー
、
夜
市
な
ど
、

様
々
な
も
の
が
思
い
浮
か
ぶ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

2
0
1
2
年
3
月
に
高
校

を
卒
業
し
て
か
ら
12
年
が
経

ち
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て

の
日
々
を
送
っ
て
い
る
姿
を

当
時
の
自
分
は
全
く
想
像
し

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
今
」
を
楽
し
む
こ
と
で
そ
の

私
は
昨
年
4
月
か
ら
、
静
岡

県
台
湾
事
務
所
の
所
長
と
し
て

台
湾
・
台
北
市
に
駐
在
し
て
い

ま
す
（
よ
く
「
ど
ん
な
職
業
の

方
?
」
と
聞
か
れ
ま
す
が
、

県
職
員
で
す
。
民
間
企
業
勤
務

を
経
て
、
2
0
1
3
年
に
県

の
職
員
に
な
り
ま
し
た
）。
業

務
内
容
は
、
台
湾
に
お
け
る
静

岡
県
の
P
R
（
誘
客
促
進
の

た
め
の
魅
力
P
R
、
県
産
品

の
輸
出
拡
大
の
た
め
の
商
品

先
の
未
来
が
拓
け
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
、
わ
ず
か
30
年

の
人
生
で
す
が
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
江
間
丈
で
す
。

高
校
卒
業
後
、
浪
人
を

経
て
早
稲
田
大
学
に
進

学
し
、
新
卒
で
徳
島
県

に
あ
る
テ
レ
ビ
局
（
四

国
放
送
株
式
会
社
）
に

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

入
社
し
ま
し
た
。
4
年

勤
め
て
独
立
を
決
意

し
、
大
阪
を
拠
点
に
フ

リ
ー
と
し
て
の
活
動
を
ス

タ
ー
ト
。
現
在
は
東
京
、
大

阪
、
静
岡
の
3
拠
点
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
を
始
め

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
中
継
や
リ

ス
キ
リ
ン
グ
事
業
を
手
掛
け

る
東
京
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

（
株
式
会
社Schoo

）
に
て
出

演
や
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
今

年
4
月
か
ら
は
静
岡
エ
フ
エ

ム
放
送
（K-M

IX

）
に
て
夕

方
の
ワ
イ
ド
番
組
（K-M

IX 
M

OVE ON

）
の
月
火
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
企
業
の

採
用
サ
イ
ト
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
運
用
や
転
職
、
就
職
活

動
の
対
策
や
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
チ
ン

グ
事
業
も
手
が
け
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
企
業
向
け
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
な

ど
様
々
で
す
。

祖
父
も
父
も
磐
田
南
の

O
B
で
、
小
さ
い
頃
か
ら

「
30
歳
ま
で
は
や
り
直
し
が
き

P
R
や
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
）、

富
士
山
静
岡
空
港
へ
の
台
湾
路

線
誘
致
に
関
す
る
関
係
者
と
の

交
渉
、民
間
交
流
（
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
防
災
・
経
済
交
流
な
ど
）

の
促
進
、
台
湾
か
ら
本
県
へ
の

教
育
旅
行
の
誘
致
や
マ
ッ
チ
ン

グ
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
小
学
生
の
子
供
を
連

れ
て
台
湾
に
駐
在
し
て
お
り

（
同
じ
く
磐
南
卒
の
夫
は
仕
事

の
た
め
静
岡
残
留
）、「
新
し
い

働
き
方
を
体
現
し
て
い
る
」
な

ど
の
理
由
で
、
昨
年
「
地
方
公

務
員
ア
ワ
ー
ド
」
と
い
う
賞
を

し
た
。

一
昨
年
、
弊
社
は
創
立
50
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
地
域
の
皆
様

の
支
援
を
受
け
て
、
こ
こ
ま
で

来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
父

か
ら
引
き
継
い
だ
会
社
を
続

け
て
こ
れ
た
こ
と
に
安
堵
し

て
い
ま
す
。
中
小
企
業
の
経
営

者
と
し
て
の
仕
事
は
厳
し
い

も
の
で
す
が
、
磐
南
ス
ピ
リ
ッ

ト
と
、
築
い
た
人
脈
が
支
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
仕
事

を
楽
し
み
な
が
ら
後
継
者
の

育
成
に
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
世
の
中
が
複
雑
化
し
、
職

場
環
境
に
も
問
題
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
皆
様
の
支
援
を
得

な
が
ら
、
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
還
暦
を
迎
え
、
高
34

回
の
同
級
生
と
還
暦
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
磐

田
南
高
校
の
同
窓
生
と
の
交

流
を
大
切
に
し
、
磐
田
市
の
自

然
環
境
を
守
り
、
快
適
な
暮
ら

し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
最
近

い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
す
が
実

際
に
は
、
子
連
れ
で
台
湾
に
駐

在
し
て
い
る
女
性
駐
在
員
は
私

が
知
る
だ
け
で
も
既
に
20
人
以

上
お
り
、
時
代
の
流
れ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

台
湾
に
事
務
所
を
置
い
て
い

る
日
本
の
自
治
体
は
静
岡
県
と

沖
縄
県
の
み
の
た
め
、
台
湾
の

政
府
機
関
が
主
催
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
へ
招
か
れ
、
中
国
語
で
挨

拶
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

大
学
時
代
に
第
二
外
国
語
と
し

て
学
び
始
め
た
中
国
語
と
は
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
縁
が
続

い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し

て
中
国
・
台
湾
と
関
わ
る

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

中
国
語
と
こ
ん
な
に
長
い

付
き
合
い
に
な
る
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
中
国
語
に
興
味
を

持
ち
仕
事
に
活
か
す
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
磐
南
の

2
年
・
3
年
時
の
担
任

だ
っ
た
野
村
賢
一
先
生

（
昨
年
度
ま
で
の
校
長
先

生
）
が
、
語
学
を
学
ぶ
こ

と
で
世
界
が
広
が
る
楽
し
さ
を

教
え
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
野
村
先
生
の
ほ
か

に
も
、
多
く
の
先
生
か
ら
貴
重

な
教
え
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。
高
校
時
代
を
磐
南
で

過
ご
し
た
こ
と
で
、
良
き
先
生

や
友
人
た
ち
に
出
会
え
て
良

か
っ
た
と
、
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
静
岡
県
台
湾
事
務
所
長

　
静
岡
県
地
域
外
交
課
地
域
外
交
参
事
官

　
小
学
4
年
生
の
息
子
と
共
に

　
台
北
駐
在
中

く
か
ら
な
ん
で
も
や
っ
た
方

が
い
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
前
述
の
通
り
、

興
味
の
あ
る
も
の
は
全
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き
た
社

会
人
の
8
年
間
、
仕
事
の
軸

が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は「
人
」と
関
わ
り
、

関
わ
っ
た
人
の
日
常
が
「
少

し
明
る
く
」
な
る
仕
事
を
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
他
者
の
「
感
情
」
を
感
じ

な
が
ら
、
自
分
も
「
感
情
」

を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と

が
自
分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

A
I
な
ど
の
技
術
革
新
に

よ
っ
て
、
よ
り
定
量
的
判
断

基
準
が
求
め
ら
れ
る
昨
今
に

お
い
て
、
私
は
あ
え
て
「
定

性
的
価
値
」
を
今
後
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆

様
と
お
仕
事
を
通
じ
て
接
点

を
持
て
る
日
が
来
る
こ
と
を

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

K-

M
I
X
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

研
修
講
師

は
、
新
し
い
趣
味
と
し
て
野
菜

作
り
を
始
め
ま
し
た
。

最
後
に
、
弊
社
が
応
援
し
て

い
る
地
元
の
少
年
野
球
チ
ー

ム
、
中
泉
ク
ラ
ブ
が
初
の
県
制

覇
を
果
た
し
、
8
月
に
は
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
野
球
人

口
が
減
少
す
る
中
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

様
の
応
援
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
磐
南
浄
化
槽
株
式
会
社
・

　
㈲
磐
田
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

　
代
表
取
締
役
社
長

野
球
部
の
思
い
出
に
支
え
ら
れ
て

高
34
回  

木
戸  

智
弘

台
湾
で
子
連
れ
駐
在
奮
闘
中
！

高
49
回  

市
川  

美
奈
子

節
目
の
30
歳
、
人
生
第
2
ス
テ
ー
ジ
が

は
じ
ま
り
「
今
」
思
う
こ
と

高
64
回  

江
間  

丈

環境衛生大会表彰式

台湾のイベントで静岡県を PR（左：市川さん）

K-MIX 放送中の江間さん（右）
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今
年
は
、「
会
員
相
互
の
親
睦

と
、母
校
・
本
部
と
の
連
絡
を
密

に
し
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
」

と
謳
っ
て
い
る
よ
う
に
、親
睦
を

深
め
る
総
会
に
と
考
え
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
参
加
者
を
集
め

よ
う
と
、依
田
隆
さ
ん（
高
60
回
）

の
サ
ッ
ク
ス
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
開

催
し
ま
し
た
。歌
謡
曲
か
ら
ポ
ッ

プ
ス
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

最
後
は
依
田
さ
ん
の
伴
奏
で
約

80
名
に
よ
る
校
歌
斉
唱
。

来
年
も
多
く
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

動
し
て
お
り
ま
す
。皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
が
入
り
ま
し
た
。

浜
松
在
住
の
同
窓
生
が
二
千

人
以
上
お
ら
れ
ま
す
が
、
主
に
浜

松
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
々

を
中
心
に
、
貴
重
な
情
報
交
換
の

場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。是
非
、

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

私
が
代
表
を
務
め
る
㈱
遠
州

日
石
（
常
盤
町
）
の
事
務
局
（
蓮

尾
）
ま
で
、
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ

で
も
ご
出
席
い
た
だ
け
る
方
は

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

支
部
活
動
報
告

支
部
活
動
報
告

豊
田
支
部

静
岡
支
部

関
東
支
部

袋
井
支
部

北
遠
支
部

磐
田
支
部

浜
松
支
部

掛
川
・
菊
川
支
部

支
部
総
会
は
こ
れ
ま
で
で
最

も
多
い
47
名
の
参
加
を
得
て
令

和
6
年
2
月
に
開
催
、在
校
生
の

新
校
舎
で
の
生
活
や
活
躍
、
ま

た
、各
地
域
で
の
同
窓
生
の
活
動

な
ど
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、10
年
ぶ
り
に
支
部
会
員

名
簿
を
改
訂
し
配
付
し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
皆
様
の
高
校
時
代

の
思
い
出
や
話
題
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
令
和
7
年
2
月
9

日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
11
月
8
日
、ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヒ
ル
ズ
静
岡
に
て
、
4
年

ぶ
り
に
支
部
総
会
・
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
、
53
名

の
同
窓
生
に
出
席
い
た
だ
き
、
創

立
1
0
0
周
年
記
念
式
典
で
披

露
さ
れ
た
ビ
デ
オ
の
上
映
等
を

含
め
、
懐
か
し
い
思
い
出
に
浸
り

つ
つ
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
方
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
同
級
生
や
先
輩
・
後
輩
と

も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
出
席

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
11
月
11
日
、高
46
回

生
の
企
画
運
営
に
よ
る
支
部
総

会
懇
親
会
が
、
70
名
に
て
4
年
ぶ

り
に
行
わ
れ
、
校
歌
・
応
援
歌
が

東
京
の
空
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

令
和
6
年
5
月
25
日
は
、第
20

回
新
卒
業
生
歓
迎
会
を
開
催
し

ま
し
た
。久
し
ぶ
り
に
7
名
も
の

新
卒
生
が
誘
い
合
っ
て
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。か
つ
て
多
く
の

新
卒
生
が
集
ま
っ
た
時
代
と
は

比
較
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
自
ら
の

意
思
で
参
加
し
て
く
れ
た
新
卒

生
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

会
で
は
、彼
ら
の
新
生
活
の
悩

み
を
聞
き
、
O
B
・
O
G
が
自

ら
の
経
験
を
も
と
に
話
す
な
ど
、

ま
さ
に
W
I
N
・
W
I
N
の
関

係
が
生
ま
れ
、
互
い
に
充
実
し
た

時
間
を
共
有
で
き
ま
し
た
。

令
和
6
年
6
月
7
・
8
日
は
、

は
ぐ
ま
祭
に
初
出
展
し
、
大
き
な

感
動
を
得
ま
し
た
。そ
の
様
子

は
、
関
東
支
部
9
月
1
日
発
行
の

支
部
会
報
（
既
に
8
月
18
日
本
部

総
会
で
配
布
済
み
）
並
び
に
、
磐

南
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
同
窓
会
サ

令
和
5
年
10
月
21
日
に
天
竜

区
二
俣
の
栄
林
寺
に
て
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。支
部
長
挨
拶
の

後
、
浅
羽
浩
同
窓
会
長
に
は

1
0
0
周
年
記
念
式
典
の
様
子

を
、
野
村
賢
一
校
長
に
は
新
校
舎

に
移
転
し
て
か
ら
を
中
心
に
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
員
で
の
写
真
撮
影
の
後
、生

熊
前
支
部
長
の
乾
杯
で
懇
親
会

に
入
り
ま
し
た
。久
し
ぶ
り
に
制

限
の
な
い
和
や
か
な
雰
囲
気
で

時
間
が
過
ぎ
、
最
後
に
校
歌
を
斉

唱
し
、閉
会
と
し
ま
し
た
。

高
7
回
か
ら
高
65
回
ま
で
の

同
窓
生
43
名
の
出
席
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
、
残
念
な
が
ら

欠
席
と
な
っ
た
方
々
か
ら
の
近

況
等
の
コ
メ
ン
ト
を
一
覧
に
し

て
式
次
第
に
添
付
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
10
月
19
日
㈯
栄
林
寺

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。開
催
通
知

の
送
付
先
の
範
囲
も
拡
げ
、新
た
な

参
加
者
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
4
月
13
日
は
ぐ
ま

会
館
に
て
、コ
ロ
ナ
以
来
5
年
ぶ

り
に
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
、学
校
の
協
力
を

得
て
、
新
校
舎
見
学
会
を
開
催

し
、
総
会
参
加
者
以
外
に
も
約

1
0
0
名
の
同
窓
生
が
集
ま
っ

て
く
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
、
校

舎
内
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、東
側
窓
か
ら

見
渡
す
こ
と
が
で
き
る「
磐
田
が

原
」の
素
敵
な
景
色
に
見
入
っ
て

支
部
総
会
は
、
平
成
29
年
以

降
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
を
会

場
に
毎
年
11
月
第
3
土
曜
日
12

時
か
ら
と
決
め
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

令
和
5
年
は
、コ
ロ
ナ
も
落
ち

着
い
て
き
ま
し
た
の
で
3
年
ぶ

り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
役

員
一
同
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

浜
松
が
「
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
」

と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結

し
た
関
係
で
、
改
装
工
事
を
行
う

と
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
何
と
か
開
催
で
き
そ
う
だ
と

掛
川
・
菊
川
支
部
は
、例
年
数

回
の
役
員
会
と
1
月
の
総
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
中
断
し
て
い
た
総

会
を
令
和
4
年
は
ぐ
ま
会
館
で

再
開
し
、
変
わ
り
ゆ
く
母
校
を
参

加
者
全
員
で
感
慨
深
く
見
学
し

ま
し
た
。

ま
た
、令
和
6
年
1
月
6
日
に

は
、
例
年
通
り
掛
川
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
で
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。来
賓
を
含
め
て
20

名
ほ
ど
の
同
窓
生
が
集
ま
り
ま

し
た
。決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
有
志
が
集
ま
り
地
道
に
活

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

以
上
、我
ら
関
東
支
部
は
素
晴

ら
し
い
仲
間
が
叡
智
を
出
し
合

い
、
そ
の
ズ
バ
抜
け
た
行
動
力
で

夢
を
現
実
に
し
て
き
ま
し
た
。全

て
の
同
窓
生
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら

も
、
と
も
に
同
窓
会
を
充
実
発
展

さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
!
こ
の

時
間
空
間
を
越
え
て
集
う
仲
間

た
ち
は
、
我
々
一
人
一
人
に
と
り

ま
し
て
一
生
の
宝
で
す
。

い
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
総
会
は
、平
時
に

戻
っ
て
懇
親
会
も
行
う
予
定
で

準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

関東支部
【支部長】 山内英典（高29回）
【連絡先】 03-3205-7954
【日　時】 令和6年11月9日㈯14時～
【会　場】 manoma Conference hall&
 Restaurant Shibuya Sakura 
 Stage SHIBUYA タワー38F

静岡支部
【支部長】 馬瀬和人（高35回）
【連絡先】 054-250-8750（静岡経済研究所）
【日　時】 令和6年11月13日㈬18時30分～
【会　場】 ホテルグランヒルズ静岡

磐田支部
【支部長】 黒野行彦（高32回）
【連絡先】 0538-32-2943
【日　時】 令和7年4月19日㈯午後（詳細検討中）
【会　場】 GREENITY IWATA
 （旧・磐田グランドホテル）（予定）

豊田支部
【支部長】 芥川知孝（高20回）
【連絡先】 0538-35-2564
【日　時】 令和7年2月9日㈰13～16時
【会　場】 磐田市商工会豊田支所 2F会議室

北遠支部
【支部長】 長谷川智彦（高34回）
【連絡先】 053-925-8513
【日　時】 令和6年10月19日㈯18時～
【会　場】 栄林寺（天竜区二俣）

掛川・菊川支部
【支部長】 富田寿人（高30回）
【連絡先】 090-9229-3915
   tomita.hisato@sist.ac.jp
【日　時】 令和7年総会未定（秋に決定）
【会　場】 未定（秋に決定）

袋井支部
【支部長】 木野省三（高21回）
【連絡先】 0538-42-3654
【日　時】 令和7年7月下旬（予定）
【会　場】 袋井市教育会館

浜松支部
【支部長】 鈴木裕司（高19回）
【連絡先】 053-454-7431（㈱遠州日石）
【日　時】 令和6年11月16日㈯
【会　場】 グランドホテル浜松

支部総会に奮って参加を 支部総会に奮って参加を 
予定等一覧

新卒歓迎会で体験談を
熱く語る若き先輩

懇親会での校歌・応援歌斉唱
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中央区

同
期
会
活
動
報
告

コ
ロ
ナ
明
け
笑
顔
の
再
会

「
石
原
会
」

4
年
半
ぶ
り
に
開
催

令
和
6
年
度
総
会
の

成
功
を
誓
う

高
55
回
生
同
期
会

成
人
式
以
来
は
じ
め
て

高
67
回
生
同
期
会

高
23
回
生

余
興
大
い
に
盛
り
上
が
る

磐
南
石
原
会
と
は
石
原
弘
也

先
生
が
担
任
さ
れ
た
14
回
生
の

15
H
R
と
34
H
R
を
母
体
に

し
て
、
石
原
先
生
と

繋
が
り
の
あ
っ
た
人

達
が
加
わ
っ
た
拡
大

ク
ラ
ス
会
で
す
。

令
和
5
年
10
月
20

日
㈮
に
「
石
原
先
生

の
93
才
の
長
寿
と
14

回
生
の
傘
寿
を
共
に

祝
う
会
」と
称
し
て
、

浜
松
の
呉
竹
荘
で
参

加
者
26
人
（
う
ち
東

京
・
大
阪
か
ら
8
人
）

に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。先

ず
物
故
者
（
級

友
14
人
と
恩
師
の
木

村
和
夫
先
生
・
鈴
木

源
市
先
生
）
に
黙
と

う
を
捧
げ
、
石
原
先

生
が
「
慰
霊
の
歌
」

を
歌
わ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
D
V
D
「
母
校
の

1
0
0
周
年
記
念
関
係
・
新

校
舎
」
の
映
像
を
見
た
後
、
参

加
者
全
員
か
ら
近
況
・
思
い
出

を
報
告
し
あ
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で

い
る
な
ど
の
話
は
お
互
い
の
刺

激
に
な
り
ま
し
た
。

余
興
で
は
、
石
原
先
生
が
高

村
光
太
郎
の「
あ
ど
け
な
い
話
」

を
あ
の
名
調
子
で
朗
読
さ
れ
、

続
い
て
皆
で
「
智
恵
子
抄
」
を

歌
い
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ト
演
奏

を
挟
み
な
が
ら
、
懐
か
し
い
歌

を
10
曲
以
上
歌
い
、
ギ
タ
ー
伴

奏
も
あ
っ
て
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
校
歌
を
歌
っ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
全
員

無
事
に
帰
宅
の
報
を
受
け
、
安

堵
し
て
い
ま
す
。

大
杉　

周
久
（
高
14
回
）

私
た
ち
高
23
回
生
は
、
各
ク

ラ
ス
が
幹
事
持
ち
ま
わ
り
で
年

末
若
し
く
は
年
初
に
毎
年
恒
例

と
し
て
同
期
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
が
、
令
和
3
年
以
降
コ

ロ
ナ
に
よ
り
延
期
を
繰
り
返

し
、
令
和
6
年
1
月
7
日
㈰
に

や
っ
と
磐
田
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

遥
々
遠
方
か
ら
毎
回
参
加
し

て
く
れ
る
友
、
病
を
乗
り
越
え

て
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
た

友
、
初
め
て
参
加
し
て
く
れ
た

第
55
回
卒
業
生
に
よ
る
同
窓

会
を
、
令
和
6
年
1
月
3
日
㈬

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
浜
松

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

90
名
の
同
期
生
と
、
10
名
の
恩

師
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
を
登
っ
て
く
る
時

の
や
や
緊
張
し
た
表
情
が
、
親

し
い
友
人
を
見
つ
け
た
途
端
に

満
面
の
笑
み
と
な
り
、
そ
の
場

で
始
ま
る
立
ち
話
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

会
の
中
盤
で
は
、
お
見
え
に

な
っ
た
恩
師
か
ら
一
言
ず
つ
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

笑
い
あ
り
、
人
生
の
先
輩
と
し

て
の
教
訓
あ
り
の
ス
ピ
ー
チ
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
未

来
へ
の
手
紙
」
と
い
う
余
興
を

行
い
、
10
年
後
の
自
分
に
宛
て

た
手
紙
を
書
き
、
ま
た
み
ん
な

で
集
ま
ろ
う
と
約
束
を
交
わ
し

高
67
回
生
の
同
期
会
を
、
令

和
5
年
12
月
29
日
㈮
に
浜
松

で
開
催
し
ま
し
た
。

学
年
全
体
で
の
同
期
会
は

成
人
式
以
来
と
な
り
ま
し
た

が
、
当
日
は
1
0
0
名
を
超

え
る
卒
業
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
立
食
形
式
の
会
場
内
で

は
高
校
時
代
の
懐
か
し
い
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映
し
ま

し
た
。

高
校
を
卒
業
し
て
、
は
や
10

年
近
く
経
ち
ま
す
が
、
当
時

の
面
影
や
雰
囲
気
を
変
わ
ら

ず
残
す
人
も
い
れ
ば
、
全
く

違
う
魅
力
を
身
に
つ
け
て
い

る
人
も
お
り
、
懐
か
し
く
も

新
鮮
な
気
持
ち
に
な
る
の
は
、

「
同
期
会
の
醍
醐
味
の
ひ
と
つ

だ
な
あ
」
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
た
と
え
高

校
時
代
は
交
流
の
少
な

か
っ
た
人
で
あ
っ
て

も
、
今
回
の
再
会
を
機

に
意
気
投
合
し
て
い
る

様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

変
化
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
と
い
っ
た
よ
う
に
、

各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
を
歩
ん
で
い
る
中

で
、
こ
う
し
て
高
校
時

代
の
想
い
出
と
お
酒
を

片
手
に
、
あ
れ
や
こ
れ

や
と
語
ら
う
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
と
て
も
貴

重
だ
と
思
い
ま
す
。

会
の
終
わ
る
頃
に

は
、「
次
は
35
歳
く
ら

い
で
集
ま
ろ
う
!
」
と

い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。

そ
の
時
に
は
、
ま
た
、

違
っ
た
懐
か
し
さ
と
新

鮮
さ
に
出
会
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
　
　

松
井　

稜
弥

　
　
　

藤
原　

朱
李

（
高
67
回
）

友
な
ど
、
総
勢
51

名
の
仲
間
が
集

ま
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

宴
も
た
け
な

わ
に
な
る
と
、
マ

ジ
シ
ャ
ン
の
冨

田
君
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

に
皆
興
味
津
々
。

続
い
て
八
木
君

と
伊
藤
君
の
掛

け
合
い
漫
才
は
、

高
校
時
代
と
変

わ
ら
ぬ
お
ち
ゃ

め
な
特
技
披
露

で
大
爆
笑
!! 

大
い
に
盛
り
上

が
り
、
楽
し
い
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。

30
年
近
く
、
各
年
次
の
幹
事

た
ち
が
何
と
か
バ
ト
ン
を
繋
い

で
き
て
く
れ
た
お
陰
で
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。『
来
年
ま
た

元
気
で
会
お
う
…
!
』
の
合
言

葉
で
散
会
し
ま
し
た
。

森
澤　

龍
一（
高
23
回
）

ま
し
た
。

会
の
終
盤
に
は
同
窓
会
の
組

織
に
つ
い
て
の
紹
介
と
、
８
月

の
総
会
・
懇
親
会
の
成
功
に
向

け
て
の
協
力
を
誓
い
、
名
残
惜

し
い
中
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
し
た
の
が
ま
る
で
昨
日

の
こ
と
の
よ
う
に
蘇
り
、
空
白

の
時
間
が
埋
め
ら
れ
る
の
は
、

同
級
生
の
特
別
な
つ
な
が
り
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

厚
海
錬
太
郎
（
高
55
回
）
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代表取締役 （高34回）長谷川　智彦

天龍土建工業株式会社
総合建設業

大
石　

恒
治
（
高
18
回
）

福
田
港
は
江
戸
時
代
、
横
須

賀
藩
が
宝
永
地
震
に
よ
っ
て
機

能
を
失
っ
た
横
須
賀
港
に
代
え

て
、
太
田
川
河
口
に
築
港
し
た

の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、
最
盛

期
に
は
五
百
石
か
ら
千
石
船
が

出
入
り
し
て
海
上
交
通
の
要
衝

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。し
か
し
、

昭
和
年
間
に
な
る
と
、
河
口
港

の
宿
命
で
流
下
土
砂
や
波
浪
に

よ
る
河
口
閉
塞
の
た
め
、
10
ト

ン
未
満
の
船
で
も
出
漁
で
き
な

い
こ
と
が
頻
繁
に
起
き
、
漁
業

者
に
と
っ
て
、
シ
ラ
ス
・
ア
マ

ダ
イ
・
太
刀
魚
等
の
好
漁
場
で

あ
る
遠
州
灘
に
い
つ
で
も
出
入

り
し
て
操
業
で
き
る
漁
港
の
建

設
が
長
年
の
悲
願
で
し
た
。

戦
後
の
復
興
が
本
格
化
し
、

全
国
各
地
で
漁
港
建
設
が
始

ま
っ
た
時
、
福
田
地
区
で
も
、

そ
の
気
運
が
盛
り
上
が
っ
た

の
が
竹
山
祐
太
郎
氏
（
中
泉

農
学
校
卒
）
の
県
知
事
就
任

と
福
田
町
漁
業
協
同
組
合
長

で
あ
り
、
後
の
県
議
会
議
長

や
県
漁
連
会
長
と
し
て
活
躍

し
た
内
野
伊
勢
吉
氏
の
存
在

で
あ
り
ま
し
た
。

漁
業
者
は
組
合
長
を
先
頭
に

数
々
の
利
点
が
あ
る
第
４
種
漁

港
の
指
定
を
受
け
る
た
め
農
林

水
産
省
に
陳
情
を
繰
り
返
し
、

こ
れ
と
並
行
し
て
、
県
当
局
と

福
田
町
当
局
の
理
解
と
強
力
な

後
押
し
も
あ
っ
て
、
昭
和
56
年

10
月
26
日
に
太
田
川
と
完
全
分

離
し
た
福
田
漁
港
が
開
港
し
て

夢
が
叶
い
ま
し
た
。
私
も
県
漁

港
課
職
員
と
し
て
微
力
な
が
ら

開
港
に
向
け
全
力
で
取
組
み
ま

し
た
。シ
ラ
ス
漁
に
力
を
注
ぎ
、

福
田
漁
業
協
同
組
合
長
始
め
要

職
を
長
年
務
め
た
伊
藤
三
喜
男

（
中
19
回
）
氏
は
、
浜
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、開
港
後
も
内
港
・

漁
港
関
連
施
設
・
市
場
整
備

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
漁
港
の
港
口
埋

没
対
策
と
し
て
、
国
内
初
の

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
方
式
に
よ
る

恒
久
的
な
施
設
で
サ
ン
ド
バ

イ
パ
ス
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ

れ
、
静
岡
県
を
代
表
す
る
漁

港
に
な
っ
て
い
ま
す
。
漁
港

建
設
に
は
見
付
中
学
と
磐
田

南
高
校
卒
業
生
が
原
動
力
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

県
水
産
課
・
漁
港
課
等
を
経
て
、

初
代
県
水
産
技
術
研
究
所
長

伊
藤　

円
（
高
36
回
）

環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て

い
く
中
で
、
海
の
生
き
物
も
増

え
た
り
減
っ
た
り
様
子
が
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
美
味
し

い
魚
介
類
を
食
す
る
た
め
に

は
、
海
の
生
物
の
変
動
を
明
ら

か
に
し
て
、
有
効
に
利
用
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
市
場
に
水
揚
げ
さ
れ

た
魚
介
類
を
調
べ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
水
揚
物
は
海
の

中
の
一
部
を
抜
き
出
し
た
だ

け
で
は
全
体
像
が
よ
く
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ

こ
で
、
海
の
中
の
生
物
の
様
子

を
探
る
た
め
に
は
、
直
接
人
が

生
物
の
所
に
行
く
し
か
な
い

と
の
思
い
で
、
ボ
ン
ベ
を
背

負
っ
て
海
の
中
に
潜
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
困
っ
た
こ

と
に
海
の
中
で
息
が
で
き
な
い

た
め
、
ボ
ン
ベ
の
エ
ア
ー
の
残

り
、
天
候
が
悪
変
、
調
査
の
進

み
具
合
等
を
気
に
し
な
が
ら
、

無
駄
な
動
き
を
し
な
い
よ
う
に

空
気
の
あ
る
限
り
調
査
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
荒
天
の
時
は

海
に
潜
れ
な
い
た
め
、
毎
朝
風

向
き
や
風
の
強
さ
、

海
の
う
ね
り
の
状
態

を
気
に
し
な
が
ら

日
々
生
活
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
海
の
中
で

は
会
話
が
で
き
な
い

の
で
、
手
で
合
図
を

す
る
か
、
水
中
ノ
ー

ト
で
筆
談
し
て
意
思

の
疎
通
を
図
っ
て
い

く
し
か
な
く
、
海
の
中
で
は
頭

が
働
か
な
い
た
め
、
陸
の
上
に

い
る
時
に
お
互
い
に
や
る
内
容

を
確
認
す
る
事
前
準
備
が
非
常

に
重
要
と
な
り
ま
す
。
計
画
を

立
て
日
程
調
整
を
行
い
、
な
る

べ
く
中
止
と
な
ら
な
い
よ
う
に

事
前
に
複
数
の
調
査
場
所
の
中

か
ら
最
適
な
海
を
選
択
し
、
効

率
的
に
調
査
を
進
め
て
い
き
ま

す
。日

々
調
査
を
続
け
て
、
年
単

位
で
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
い
く

と
、
海
の
中
の
様
子
が
明
ら
か

と
な
り
、
何
年
も
継
続
し
て
い

る
と
今
後
の
方
向
性
が
見
え

て
き
ま
す
。
海
の
高
水
温
化

が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
海
の

中
は
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
。
日
々
の
確

認
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
海

の
生
き
物
の
様
子
を
解
き
明

か
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

県
水
産
・
海
洋
技
術
研
究
所

伊
豆
分
場
長
を
経
て
、
経
済

産
業
部
水
産
・
海
洋
局
水
産

資
源
課
長

中
嶋
健
太
郎
（
高
49
回
）

私
は
10
年
前
に
そ
れ
ま
で

勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
し
、

家
業
で
あ
る
鰻
の
養
殖
業
を

継
ぎ
ま
し
た
。
以
前
の
会
社
で

は
二
輪
メ
ー
カ
ー
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
働
い
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
頃
か
ら
当
社
の
飼

育
成
績
が
低
迷
し
続
け
て
お

り
、
会
社
で
培
っ
た
デ
ー
タ
ー

管
理
等
の
知
識
を
活
か
し
、
鰻

の
生
産
効
率
を
向
上
さ
せ
た

い
、
そ
ん
な
思
い
か
ら
鰻
の

養
殖
士
に
な
る
こ
と
を
決
意

し
ま
し
た
。

養
鰻
業
は
購
入
し
た
稚
魚

を
池
入
れ
／
餌
付
け
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
7
ヵ
月
～
1
年
半

の
飼
育
期
間
を
経
て
、
出
荷
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
養
殖
場
は

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、
ボ
イ

ラ
ー
に
よ
っ
て
30
℃
に
保
た

れ
た
池
に
は
酸
素
と
水
流
を

供
給
す
る
水
車
が
回
っ
て
い

ま
す
。

最
初
は
、
水
車
の
台
数
を

増
や
し
、
適
切
な
餌
量
を
管

理
す
る
だ
け
で
良
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
現
実
は
そ

う
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
鰻
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
通

り
に
餌
を
食
べ
続
け
る
訳
で

は
な
く
、
天
候

や
気
温
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま

た
養
鰻
は
『
水

を
制
す
る
も
の

は
、
鰻
を
制
す
』

と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
水
作
り
が
重
要
で
す
。
鰻

は
清
水
で
は
な
く
、
河
川
の
よ

う
な
濁
水
を
好
む
た
め
、
井
戸

水
を
鰻
が
好
む
水
に
作
り
上
げ

る
の
は
、
と
て
も
苦
労
す
る
と

こ
ろ
で
し
た
。
や
は
り
生
き
物

を
相
手
に
し
た
仕
事
は
難
し

く
、
養
鰻
業
の
奥
深
さ
を
実
感

し
た
次
第
で
す
。
色
々
と
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、

稚
魚
か
ら
愛
情
を
込
め
た
鰻
が

立
派
に
成
長
し
、
出
荷
で
き
た

時
に
は
大
き
な
達
成
感
が
あ
り

ま
し
た
。
当
時
は
出
荷
成
績
が

改
善
し
た
こ
と
に
満
足
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
、
そ
の
先

に
あ
る
消
費
者
の
方
々
に
美
味

し
か
っ
た
と
言
っ
て
頂
け
る
こ

と
が
や
り
が
い
や
喜
び
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

鰻
は
日
本
の
伝
統
的
な
食
文

化
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
美
味
し

さ
や
魅
力
を
次
世
代
、
あ
る
い

は
海
外
に
も
発
信
し
て
い
き
、

人
々
を
幸
せ
に
す
る
鰻
を
育
て

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

養
鰻
業　

㈲
中
島
養
魚

に
貢
献
す
る
卒
業
生

水
産
業

1特集

下田市白浜沖でアワビを調査中の下田市白浜沖でアワビを調査中の
伊藤円さん伊藤円さん（2012年2月）（2012年2月）

鰻の健康状態を検査している鰻の健康状態を検査している
中嶋健太郎さん中嶋健太郎さん

開港当時の福田漁港開港当時の福田漁港

伊藤三喜男伊藤三喜男氏氏
（中 19 回）（中 19 回）

鰻
の
養
殖
士

福
田
漁
港
の

開
港
に
携
わ
っ
て

海
の
中
へ

近
年
の
地
球
温
暖
化
に
伴
う
海
水
温
の
上
昇
は
、
異
常
気
象
や
海
流
の
変
動
、

水
産
資
源
の
減
少
を
も
た
ら
し
、
私
た
ち
の
食
卓
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
磐

田
市
内
の
福
田
地
区
等
で
は
、
近
代
以
降
、
シ
ラ
ス
漁
や
養
鰻
業
が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
水
産
業
振
興
に
力
を
注
い
で
き
た
卒
業
生
は
少
な
く
な
い
。

シ
ラ
ス
漁
で
は
、
草
分
け
と
も
い
え
る
伊
藤
三
喜
男
（
中
19
回
）
が
お
り
、
養

鰻
業
で
は
、
平
松
修（
高
30
回
）、
杉
浦
嘉
則（
高
37
回
）、
中
嶋
健
太
郎（
高
49
回
）

等
が
地
道
な
経
営
努
力
を
重
ね
て
い
る
。
県
職
員
で
は
、
福
田
漁
港
は
じ
め
県
内

各
地
の
漁
港
整
備
等
に
従
事
し
、
初
代
水
産
技
術
研
究
所
長
も
務
め
た
大
石
恒

治
（
高
18
回
）、
同
じ
く
水
産
技
術
研
究
所
長
を
務
め
た
田
中
眞
（
高
26
回
）、
漁

業
高
等
学
園
長
を
務
め
た
上
村
信
夫
（
高
18
回
）
の
ほ
か
、
現
在
、
経
済
産
業
部

水
産
海
洋
局
長
を
務
め
て
い
る
山
下
啓
道
（
高
39
回
）
や
同
水
産
資
源
課
長
を
務

め
て
い
る
伊
藤
円
（
高
36
回
）
が
い
る
。
元
県
議
の
安
間
英
雄
（
高
18
回
）
は
遠
州

漁
業
協
同
組
合
長
を
務
め
て
い
る
。
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飲
食
業
と

卒
業
生

2特集
■
対
面
式
の

　

セ
ル
フ
方
式
で
の
営
業

高
校
時
代
か
ら
親
が
営
む
食

堂
を
継
ご
う
と
思
っ
て
い
た
。

大
学
の
経
営
学
部
に
進
学
、
卒

業
後
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
で

世
界
の
食
を
見
、
帰
国
後
地
元

に
戻
っ
た
。
店
を
継
ぎ

3
か
月
後
、
25
歳
の
と

き
か
ら
今
の
店
の
シ
ス

テ
ム
を
作
っ
た
。
そ
の

シ
ス
テ
ム
と
は
、
入
店

後
、
ご
は
ん
の
量
と
味

噌
汁
か
と
ん
汁
か
を
選

び
、
並
ん
で
い
る
総
菜

を
選
ぶ
、
対
面
式
の
セ

ル
フ
方
式
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
変
え
ず
に
営
業

を
続
け
た
。

店
で
の
販
売
の
外
、
冷
凍
と

ん
汁
の
通
販
や
、
店
外
の
自
販

機
で
の
販
売
も
行
っ
て
い
る
。

■
磐
田
に
こ
だ
わ
っ
た

　

食
の
提
供

磐
田
に
は
、
水
や
米
な
ど
す

ば
ら
し
い
食
材
が
あ
る
。
地
元

産
の
有
機
栽
培
の
米
を
炊
き
上

げ
た
ご
飯
は
お
変
わ
り
自
由
、

と
ん
汁
も
独
特
の
だ
し
と
4
種

類
の
味
噌
を
使
い
、
具
も
素
材

の
味
を
楽
し
め
る
よ
う
に
仕
上

げ
て
い
る
。食
材
だ
け
で
な
く
、

各
種
の
も
の
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
来
た
。
店
で
出
し
て
い

る
お
茶
の
パ
ッ
ク
も
自
店
で
製

造
し
て
い
る
。

■
も
の
づ
く
り
の
基
は
磐
南
に

毎
日
朝
4
時
に
起
床
し
、
企

画
を
立
て
た
り
、
も
の
づ
く
り

を
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
中
国
で
食
品
加
工
を
し
た

り
、
化
粧
品
を
作
っ
た
り
等
、

新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
来

た
。
特
色
を
つ
く
る
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
も
の
を
作
る
と
い
う
精

神
は
、
磐
田
南
高
校
時
代
に
学

ん
だ
こ
と
が
基
礎
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
る
。
そ
し
て
、
高
校

3
年
の
修
学
旅
行
で
行
っ
た
大

阪
万
博
は
自
分
た
ち
の
目
を
世

界
に
向
け
さ
せ
て
く
れ
る
契
機

に
な
っ
た
。

■
磐
田
に
行
け
ば
桝
形
の

　

と
ん
汁
が
食
べ
ら
れ
る

現
在
家
族
を
含
め
、
従
業

員
は
16
人
。
中
に
は
30
年
40

年
働
い
て
い
る
人
も
い
る
。
今

後
も
今
の
ま
ま
の
店
を
コ
ツ

コ
ツ
と
行
い
、
死
ぬ
ま
で
店

を
続
け
て
い
く
。「
地
元
の
お

客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
こ
と

が
何
よ
り
。
磐
田
に
行
け
ば
、

桝
形
の
と
ん
汁
が
食
べ
ら
れ

る
」
と
言
わ
れ
る

店
に
し
た
い
。
自

分
の
楽
し
め
る
仕

事
が
あ
る
の
は
楽

し
い
。
在
校
生
に

も
是
非
そ
ん
な
仕

事
を
見
つ
け
て
ほ

し
い
と
思
う
。

■
店
の
味
は
手
作
り
で

1
9
9
9
年
に
開
店
、
創

業
24
年
に
な
る
。
開
店
当
時
、

お
客
さ
ん
が
入
り
や
す
い
よ
う

に
大
き
な
看
板
を
掲
げ
、

チ
ェ
ー
ン
店
っ
ぽ
い
外
装
に
し

た
。
メ
ニ
ュ
ー
の
7
割
を
占
め

る
タ
ン
タ
ン
麺
に
欠
か
せ
な
い

の
は
、
ゴ
マ
、
ラ
ー
油
、
ネ
ギ

油
。
そ
れ
ら
は
、
外
注
に
出
さ

ず
、
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
。
同
じ
人
が
作
り
、
店
の
味

を
出
し
て
い
る
。

■
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の

　

ラ
ー
メ
ン
店
経
営

浪
人
時
代
、
何
か
を
身
に
付

け
よ
う
と
思
い
、
知
人
の
紹
介

で
帝
国
ホ
テ
ル
フ
レ
ン
チ
の

コ
ッ
ク
に
学
ぶ
機
会
を
得
た
。

大
学
入
学
後
も
通
い

続
け
て
い
た
が
、
ベ
ル

ギ
ー
へ
と
い
う
話
が

出
た
折
、
地
元
に
帰
る

道
を
選
ん
だ
。
そ
の
後

ト
ヨ
タ
の
デ
ィ
ー

ラ
ー
で
10
年
働
き
、
飲

食
業
の
道
に
進
む
こ

と
に
決
め
た
。
フ
レ
ン

チ
の
店
を
出
す
こ
と
も
考
え
た

が
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
ラ
ー
メ

ン
店
を
開
く
こ
と
に
し
、
島
根

県
の
陳
健
民
の
お
弟
子
さ
ん
に

教
わ
る
機
会
を
得
、
タ
ン
タ
ン

麺
に
特
化
し
た
店
を
出
す
こ
と

に
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
た
い

と
い
う
思
い
で
、
多
額
の
借
金

を
し
て
、
浜
松
市
有
玉
に
1
号

店
を
、
3
年
後
に
磐
田
店
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。
10
年
ほ
ど
店

に
出
て
い
た
が
、
今
は
有
玉
店

の
店
長
は
社
員
に
、
磐
田
店
は

息
子
に
店
長
を
任
せ
、
自
分
は

社
長
と
し
て
経
営
に
携
わ
っ
て

い
る
。

■
守
り
た
い

現
在
磐
田
店
の
店
長
を
し
て

い
る
の
は
、息
子
の
駿
作
さ
ん
。

大
学
卒
業
後
、
別
の
仕
事
に
就

き
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
父

親
か
ら
店
を
任
せ
る
人
が
い
な

い
と
閉
店
も
や
む
を
得
な
い
と

聞
き
、
磐
田
に
戻
っ
た
。
親
の

後
を
継
ぐ
と
い
う
よ
り
、
店
に

通
っ
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
や
従

業
員
へ
の
思
い
が
強
い
。
開
店

以
来
24
年
経
ち
、
地
域
の
人
に

と
っ
て
思
い
出
の
味
に
な
る
段

階
に
な
っ
た
と
思
う
。
ア
ル
バ

イ
ト
で
働
い
た
子
が
ま
た
働
き

に
来
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

誇
り
を
も
っ
て
お
客
さ
ん
と
従

業
員
を
守
り
た
い
と
駿
作
さ
ん

は
語
っ
た
。

■
可
能
性
は
ど
こ
に
あ
る
か

　

わ
か
ら
な
い

い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い

の
中
で
今
の
店
が
あ
る
。
夢
を

も
ち
、
人
と
繋
が
っ
て
、
自
分

は
可
能
性
を
広
げ
て
き
た
。
コ

ロ
ナ
禍
以
降
安
全
性
を
求
め
る

傾
向
も
あ
る
が
、
若
者
に
は
ど

こ
に
可
能
性
が
あ
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
可
能
性
を
見
つ
け

る
感
覚
を
も
っ
て
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
関
係
な
い
と
思
わ
れ
る
人

と
も
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。

■
メ
ニ
ュ
ー
は
お
客
様
の

　

リ
ク
エ
ス
ト

昼
の
12
時
か
ら
16
時
ま
で
に

1
組
だ
け
来
て
い
た
だ
く
完
全

予
約
制
の
店
。
人
数
は
1
人
か

ら
18
人
ま
で
対
応
可
。
メ

ニ
ュ
ー
は
、
お
客
様
の
リ
ク
エ

ス
ト
に
よ
る
の
で
、
毎
回
異
な

る
。「
赤
穂
浪
士
や
徳
川
家
康

の
食
べ
た
も
の
」「
藤
井
聡
太

君
の
食
べ
た
こ
ろ
こ
ろ
し
ば

ち
ゃ
ん
」
な
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト

が
来
て
、
途
方
に
暮
れ
る
が
、

調
べ
て
、
試
作
す
る
段
階
が
楽

し
く
て
た
ま
ら
な
い
。

■
料
理
か
ら
歴
史
を
知
る

こ
の
間
「
い
き
な
り
団
子
」

を
作
っ
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
輪

切
り
に
餡
子
を
の
せ
、
団
子
で

く
る
ん
だ
も
の
だ
が
、
調
べ
て

い
く
と
、
熊
本
の
郷
土
料
理
と

い
う
こ
と
に
ま
ず
驚
い
た
。
歴

史
的
に
み
る
と
、
最
初
餡
子
は

入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
人
々
の

生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
餡
子
が

入
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ

と
ト
マ
ト
の
料
理
と
い

う
リ
ク
エ
ス
ト
の
と
き

に
は
、
ル
ー
ツ
を
調
べ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
ト
マ
ト

が
大
航
海
時
代
に
南
米

か
ら
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
に
渡
り
、
ス
ペ

イ
ン
で
使
え
な
か
っ
た
ト
マ
ト

が
イ
タ
リ
ア
に
捨
て
ら
れ
、
イ

タ
リ
ア
で
ト
マ
ト
料
理
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
。
料
理
を
通
し
て
、
当
時
の

各
国
の
力
関
係
も
窺
う
こ
と
が

で
き
、
楽
し
か
っ
た
。

■
料
理
だ
け
で
な
く
ス
ペ
ー
ス
も

55
歳
で
教
員
を
早
期
退
職

し
、
5
年
間
親
の
介
護
を
し
、

2
0
1
6
年
に
開
店
。
料
理

は
好
き
で
、
友
人
に
料
理
を
出

し
て
い
た
が
、
基
礎
を
身
に
付

け
る
た
め
に
調
理
師
学
校
に
1

年
間
通
っ
た
。
今
の
よ
う
な
形

式
の
店
に
し
た
の
は
、
お
世
話

に
な
っ
た
方
に
美
味
し
い
料
理

と
の
ん
び
り
過
ご
せ
る
空
間
と

時
間
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
で
、店
名
を
「
S
P
A
C
E　

J
A
G
A
T
A
M
A
」
と
つ
け
た
。

料
理
を
出
し
た
後
は
、
お
客
様

だ
け
で
の
ん
び
り
過
ご
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

■
独
り
暮
ら
し
の
人
が

　

集
う
場
に

店
を
す
る
の
は
、
頭
が
フ
ル

回
転
し
、
忙
し
く
て
楽
し
い
。

店
を
始
め
る
と
き
の
設
計
図

に
、「
食
事
」「
ケ
イ
タ
リ
ン
グ
」

「
講
座
」「
コ
ン
サ
ー
ト
」「
料

理
教
室
」「
物
販
」
の
目
的
を

記
し
、ほ
ぼ
実
現
で
き
て
い
る
。

75
歳
ま
で
は
今
の
形
式
で
営
業

し
、
気
力
、
体
力
が
残
っ
て
い

た
ら
、
朝
か
ら
昼
ま
で
の
食
堂

を
開
き
た
い
。
ひ
と
り
暮
ら
し

の
人
が
増
え
て
い
る
の
で
、
1

日
に
1
回
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
と
お
し
ゃ
べ
り
を
す

る
時
間
を
提
供
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。

粟倉浩二さん（高 23 回）粟倉浩二さん（高 23 回）

鈴木頼子さん（高 27 回）鈴木頼子さん（高 27 回） 岡村文芳さん（高 33 回）岡村文芳さん（高 33 回）

  

創
業
71
年

「
と
ん
汁
の
桝
形
」

  

創
業
71
年

「
と
ん
汁
の
桝
形
」

情
熱
タ
ン
タ
ン
麵

あ
っ
ぱ
れ
家

情
熱
タ
ン
タ
ン
麵

あ
っ
ぱ
れ
家

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｊ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｊ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ

百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
『
見
付
中

磐
田
南
高
百
年
史
』
第
2
部
に
は
卒
業
生
の
活
躍
が

業
界
別
に
掲
載
さ
れ
、
卒
業
生
が
多
く
の
職
種
で
活

躍
し
て
い
る
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回

は
、
飲
食
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
3
店
4
人
の
卒

業
生
の
も
と
を
訪
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
の
特
徴
や
こ

だ
わ
り
、
飲
食
業
に
携
わ
る
ま
で
の
思
い
や
今
後
の

夢
等
を
お
聞
き
し
た
。	
（
編
集
委
員
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
協
力
し
て
く
れ
た
方
は

●
「
と
ん
汁
の
桝
形
」

　
　
（
磐
田
市
小
立
野
）

	

粟
倉
浩
二
さ
ん
（
高
23
回
）

●
「
情
熱
タ
ン
タ
ン
麺
あ
っ
ぱ
れ
家
」

　
　
（
磐
田
市
鳥
之
瀬
）

	

岡
村
文
芳
さ
ん
（
高
33
回
）

	

岡
村
駿
作
さ
ん
（
高
62
回
）

●
「
S
P
A
C
E　

J
A
G
A
T
A
M
A
」

　
　
（
浜
松
市
中
央
区
）

	

鈴
木
頼
子
さ
ん
（
高
27
回
）
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創業７1年 とん汁の老舗

ま す が た

伊
藤　

菜
々
花
（
3
年
）

■
新
し
い
価
値
観
に
触
れ
て

私
が
海
外
研
修
に
興
味
を

持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
中
学
生

の
頃
に
出
会
っ
た
友
達
だ
。
彼

女
は
数
年
間
イ
ン
ド
で
暮
ら
し

て
お
り
、
自
分
に
は
無
い
広
い

視
点
や
価
値
観
、
考
え
方
を

持
っ
て
い
た
。
私
は
彼
女
の

堂
々
と
し
た
姿
に
憧
れ
て
い

た
。
ま
た
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
の
語
学

研
修
を
希
望
し
た

理
由
は
、
自
分
が

イ
メ
ー
ジ
す
る
、

発
展
し
て
い
る
国

を
実
際
に
自
分
の

目
で
見
て
、
日
本

と
の
違
い
を
学

び
、
多
民
族
国
家

で
あ
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
様
々
な
文
化
に
触

れ
、
異
文
化
理
解
を
深
め
る
こ

と
で
、
自
分
の
中
に
新
し
い
価

値
観
や
考
え
方
を
取
り
入
れ
た

い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

初
め
て
の
海
外
で
不
安
な
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
2
週
間
は
と

て
も
濃
い
も
の
に
な
っ
た
。
平

日
は
半
日
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
の
授
業
を
し
、
語
彙
力

や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
仕
方
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
最

終
日
に
研
修
を
一
緒
に
し
た
仲

間
と
先
生
方
の
前
で
ス
ピ
ー
チ

を
す
る
と
聞
い
た
と
き
は
、
自

分
に
や
り
こ
な
せ
る
か
心
配

だ
っ
た
が
、
当
日
は
自
信
を

持
っ
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
以
前
の
自
分
よ
り

堂
々
と
意
見
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
感
じ
た
。
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
た
く

さ
ん
の
文
化
に
触
れ
ら
れ
た
こ

と
だ
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ー
ト
を
体
験

し
た
り
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
や

リ
ト
ル
イ
ン
デ
ィ
ア
な
ど
に

行
っ
た
り
し
て
、
日
本
で
は
感

じ
る
こ
と
の
出
来
な
い
広
い
世

界
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
同

様
に
、
自
分
が
知
っ
て
い
た
世

界
の
狭
さ
を
思
い
知
っ
た
。

■
日
本
と
世
界
の
架
け
橋
に

今
回
の
研
修
で
体
験
し
た

新
鮮
な
感
覚
は
、
今
後
の
自
分

に
と
っ
て
大
き
な
も
の
に
な
る

と
思
う
。
以
前
の
自
分
よ
り
広

い
考
え
方
や
価
値
観
を
持
っ

て
、
も
っ
と
広
い
世
界
を
知
り

た
い
。
そ
し
て
、
日
本
が
世
界

と
つ
な
が
り
、
よ
り
良
い
世
界

に
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
る
べ

き
な
の
か
を
考
え
行
動
し
、
日

本
と
世
界
の
架
け
橋
と
な
れ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
に
な

い
も
の
を
学
ん
で
い
き
た
い
。

米
倉　

杏
（
3
年
）

■
語
学
学
校
で
鍛
え
た
英
語
力

高
校
2
年
の
冬
、
私
は
英
語

を
勉
強
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
に

旅
に
出
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
に

家
族
で
イ
ン
ド
に
住
ん
で
い
た

経
験
か
ら
、
も
と
も
と
海
外
生

活
へ
の
関
心
が
あ
り
、
県
の
留

学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
と
き
す
ぐ
に
語
学

留
学
に
行
く
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。一

つ
は
自
分
の
英
語
力
を

向
上
さ
せ
る
き
っ
か
け
が
欲
し

か
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
イ

ン
ド
を
離
れ
て
4
年
が

経
ち
、
高
校
生
に
な
っ

た
自
分
が
今
イ
ン
ド
と

い
う
国
に
触
れ
て
何
を

思
う
の
か
、
何
を
得
ら

れ
る
の
か
と
て
も
興
味

が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
ド
で
の
生
活
は

と
て
も
充
実
し
た
も
の
で

し
た
。
平
日
は
朝
か
ら
夜

ま
で
語
学
学
校
で
デ
ィ

ベ
ー
ト
ス
タ
イ
ル
の
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
、
高
校
の
授

業
で
は
伸
ば
せ
な
い
聞
く

力
・
話
す
力
を
徹
底
的
に

鍛
え
ま
し
た
。
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
う
え
で
、
話
す
力
の
大

切
さ
と
自
分
の
力
の
な
さ

を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

■
私
の
使
命 

〜
社
会
貢
献
〜

休
日
に
は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
市

内
の
ス
ラ
ム
に
行
き
ま
し
た
。

ス
ラ
ム
の
様
子
は
衝
撃
的
で
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
決
し
て
裕
福

と
は
言
え
な
い
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
人
が
イ
ン
ド
や
世

界
中
に
た
く
さ
ん
い
る
と
思

う
と
、
そ
の
場
で
何
も
で
き

な
い
自
分
が
と
て
も
悔
し

か
っ
た
で
す
。
そ
れ
で
も
そ

こ
に
は
元
気
に
ボ
ー
ル
遊
び

を
し
た
り
、
狭
い
通
路
を
楽

し
そ
う
に
走
り
回
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

て
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

感
じ
ま
し
た
。
現
地
の
人
た

ち
が
、
全
く
知
ら
な
い
私
に

対
し
て
優
し
く
接
し
て
く
れ

た
こ
と
も
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
イ
ン
ド
で
学
ん
だ

こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
は
こ

こ
に
は
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
経
験
を
通
じ
て

海
外
で
活
躍
で
き
る
人
間
に

な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な

特
別
な
経
験
を
し
た
私
だ
け

が
持
つ
価
値
観
を
大
切
に
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
使
命
感
さ
え
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
国
に

行
っ
て
、
私
の
大
好
き
な
イ

ン
ド
が
一
番
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
だ
と
証
明
し
た
い
で
す
。

そ
し
て
イ
ン
ド
を
も
っ
と

知
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
思
い

ま
す
。

髙
橋　

湧
楽
（
2
年
）

■
ド
イ
ツ
留
学
の
き
っ
か
け

私
は
中
学
1
年
生
の
イ
ン
ド

派
遣
研
修
が
き
っ
か
け
で
異
文

化
交
流
に
興
味
を
持
ち
、
高
校

で
の
年
間
留
学
を
決
意
し
ま
し

た
。
留
学
先
に
ド
イ
ツ
を
選
ん

だ
理
由
は
、
環
境
問
題
へ
の
取

組
や
ド
イ
ツ
人
の
自
己
主
張
の

強
さ
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
か

ら
で
す
。

■
学
校
生
活

派
遣
先
は
ド
イ
ツ
西
部
の
地

方
都
市
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
、

学
内
に
日
本
人
は
私
一
人
だ
け

で
し
た
。
授
業
は
主
要
教
科
に

加
え
、
哲
学
や
宗
教
、
ラ
テ
ン

語
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
授
業

は
デ
ィ
ベ
ー
ト
形
式
で
、
生
徒

が
積
極
的
に
発
言
す
る
ス
タ
イ

ル
が
一
般
的
で
す
。
日
本
と
は

違
う
学
習
環
境
に
は
じ
め
は
戸

惑
い
ま
し
た
が
、
ド
イ
ツ
語
の

理
解
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
慣
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ
レ

ゼ
ン
の
課
題
が
多
く
、
ド
イ
ツ

語
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
や
り
が

い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
が
盛
ん
な
地
域

だ
っ
た
の
で
、
学
校
の
サ
ッ

カ
ー
選
手
育
成
コ
ー
ス
に
参
加

し
て
練
習
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
も
サ
ッ
カ
ー
好
き

だ
っ
た
の
で
、
週
末
に
な
る
と

一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
観
戦
を
楽
し

み
ま
し
た
。

日
本
と
の
大
き
な
違

い
は
、
ド
イ
ツ
の
学
校

で
は
「
留
年
」
す
る
こ

と
が
と
て
も
自
然
な
形

で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
年
齢
を
問
わ
ず
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
雰
囲
気
が

印
象
的
で
し
た
。
異
年

齢
か
つ
多
国
籍
の
学
生

達
と
交
流
し
て
、
ド
イ

ツ
に
混
在
す
る
多
種
多
様
な
文

化
や
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

私
が
学
校
生
活
で

心
が
け
た
こ
と
は
、

積
極
的
に
周
り
に
声

を
か
け
た
こ
と
で

す
。
そ
の
結
果
、
多

く
の
友
人
に
支
え
ら

れ
て
最
高
の
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

■
ド
イ
ツ
で
の
発
見

公
共
交
通
機
関
の

遅
延
や
ス
ト
ラ
イ
キ
や
移
民
受

け
入
れ
に
生
じ
る
様
々
な
問
題

な
ど
、
現
在
の
ド
イ
ツ
が
抱
え

る
問
題
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
様
な

ル
ー
ツ
を
持
つ
友
人
達
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
日
本
人
と
は
異

な
る
視
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
留
学
を
通
じ
て
得
た
経

験
を
活
か
し
て
、
将
来
は
ド
イ

ツ
の
大
学
進
学
も
視
野
に
検
討

し
て
い
ま
す
。

デリー最大のスラム街 Zakiraの様子デリー最大のスラム街 Zakiraの様子

学校の友達とサッカー観戦学校の友達とサッカー観戦

現地の人に声をかけ、現地の人に声をかけ、
指定されたポーズで一緒に撮影指定されたポーズで一緒に撮影

異
文
化
交
流
の

　
　扉
を
開
い
て

異
文
化
交
流
の

　
　扉
を
開
い
て

広
い
世
界

広
い
世
界

今
、イ
ン
ド
に
行
く

　
　
　と
い
う
こ
と

今
、イ
ン
ド
に
行
く

　
　
　と
い
う
こ
と

異文化体験に挑戦する
磐南生

磐田南高校では、姉妹校であるカリフォルニア州の
マウンテンビュー高校と30年余の長きにわたり相互
訪問事業を継続している。派遣に当たり、25名の募集
枠に対して60人余の生徒が応募するなど、近年、海外
での異文化体験に挑戦する生徒は増加傾向にある。

ここでは、昨年度、静岡県の「グローバル人材育成事業
（高校生の海外留学・海外インターンシップ等）」に応
募し、ドイツ・インド・シンガポールで2週間～ 1年間
過ごした3人の生徒の異文化体験を紹介する。

若い時に海外で生活体験を持つことの意義を深く感
じ取ることができる。
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TKC コンピュータ会計

山田会計事務所
税理士  山田敏康（高 24 回）

野球部

陸上競技部

水泳部

剣道部

ヨット

フェンシング

アーチェリー
ビジュアル部

美術部

●第48回全国高等学校総合文化祭
　小倉百人一首部門

7月31日（水）〜 8月2日（金）
岐阜県山県市総合体育館
栗山　華菜子（3年）
静岡県チームの一員　優良賞（3位）

●第48回全国高等学校総合文化祭　美術・工芸部門
8月1日（木）・2日（金）
岐阜県美術館 ほか
鈴木　夏望（2年）
作品の順位付けは行わない
作品タイトル『飯テロ』 
アクリル絵具を駆使し、写真と
見間違えるほどの絵画表現。

●令和6年度全国高等学校総合体育大会
8月13日（火）〜 16日（金）
和歌山セーリングセンター
個人競技　女子ILCA6級
出口　美帆（3年）　5位
※ユース世界選手権出場
　7月15日（月）〜 19日（金）
イタリア・ガルダ湖
※東海高等学校総合体育大会　女子 ILCA6級　優勝

●令和6年度全国高等学校総合体育大会
7月24日（水）  佐賀県SAGAサンライズ
　　　　　　　パーク SAGAアリーナ
個人対抗　女子エペ　山内　乃綾（3年）
予選　3勝1敗
決勝トーナメント3回戦敗退　ベスト16
※東海高等学校総合体育大会
　個人対抗 女子エペ　山内　乃綾　出場　
　　　　　　　　　　花木　実澪　出場
※県高等学校総合体育大会
　個人対抗 女子エペ　山内　乃綾　2位 全国総体出場決定
　　　　　　　　　　花木　実澪　4位

●第106回全国高等学校野球選手権　静岡大会
1回戦　本校　10   -　 3	 御殿場南
2回戦　本校 　3　–　 0	 富士宮北
3回戦　本校 　0　–　10	 飛龍

●第71回東海高等学校
　総合体育大会
〈競泳競技〉
7月19日（金）〜 21日（日）
岐阜メモリアルセンター
長良川スイミングプラザ
男子	 100m	 バタフライ	上杉麟太朗（2年） 20位
男子	 200m	 バタフライ	上杉麟太朗（2年） 19位
女子	 200m	 背泳ぎ	 阿部　日咲（3年） 23位
女子	 100m	 背泳ぎ	 森尾　　暖（1年） 19位
女子	 200m	 背泳ぎ	 森尾　　暖（1年） 20位
女子	 800m	 自由形	 原田　夏苗（2年） 17位
男子	1500m	 自由形	 太田　準也（3年）   8位

〈水球競技〉
7月20日（土）・21日（日）　大垣市民プール
磐田南・湖西・修学舎高校
合同チームで出場　7位
　対  名古屋高校　11　–　25
　対  稲生高校　　 5　–　6
　対  岐阜農林　　 2　–　0
※県高等学校総合体育大会　2位

●令和6年度全国高等学校総合体育大会
8月4日（日）〜 6日（火）
大分市レゾナック武道スポーツセンター
坂本　翔太郎（3年）男子個人  2回戦敗退
※東海高等学校総合体育大会
　6月22日（土）
　岐阜県関市アテナ工業アリーナ　5位
※静岡県高等学校総合体育大会
　6月1日（土）　静岡県武道館　準優勝

●第71回東海高等学校総合体育大会
6月15日（土）　大垣西高校（岐阜県大垣市）
男子個人　白井　賢治（1年）
※県大会4位入賞（東海大会出場権獲得）

●第71回東海高等学校総合体育大会
6月14日（金）・15日（土）
岐阜メモリアルセンター 長良川競技場
女子棒高跳2m80cm
　塚原　美聡（2年）
男子棒高跳4m20cm
　李　　玲温（2年）
※県高等学校総合体育大会
　女子棒高跳　優勝
　男子棒高跳　4位 地学部

将棋部

競技かるた部

●第48回全国高等学校総合文化祭　写真部門
8月1日（木）〜 3日（土）　アテナ工業アリーナ
福井　南月（3年）
最優秀賞（文部科学大臣賞）
作品タイトル『青い夏』
カメラで表現できることを日々模索し、
新しいことにも積極的に挑戦。

●第37回全国高等学校将棋竜王戦
8月20日（火）・21日（水）
九州電力電気ビル共創館
久野　杏太（2年）
予選リーグ　1勝2敗で敗退
※第37回全国高等学校将棋竜王戦
　静岡県大会優勝

●第48回全国高等学校 
　総合文化祭　自然科学部門

8月3日（土）〜 5日（月）
岐阜協立大学
奨励賞（全国4 〜 8位）
遠州灘鮫島海岸で見られるジル
コンの様相による起源の推定

国 立 大 学 現 役 過年度
北 海 道 1
東 北 3
筑 波 7
埼 玉 1
千 葉 3 1
東 京 3 1
東 京 外 国 語 1 1
東 京 学 芸 5
横 浜 国 立 4 1
金 沢 6
山 梨 3 1
信 州 4
静 岡 34 5
浜松医科（医） 3 1
浜松医科（看） 5
愛 知 教 育 2
名 古 屋 14 1
名 古 屋 工 業 6 3
三 重 3 1
滋 賀 1
京 都 1 2
大 阪 2
奈 良 女 子 2
岡 山 1
そ の 他 17 4
国 立 大 合 計 131 23

 
公 立 大 学 現 役 過年度
国 際 教 養 1
前 橋 工 科 2
高 崎 経 済 1
東 京 都 立 5
横 浜 市 立 1
都 留 文 科 2
静岡文化芸術 1
静 岡 県 立 6
愛 知 県 立 3
名 古 屋 市 立 3 4
大 阪 公 立 3 1
そ の 他 6 5
公 立 大 合 計 34 10
国公立医学科 5 5

 
主要私立大学 現 役 過年度
慶 応 義 塾 6 2
早 稲 田 6 3
上 　 　 智 7
東 京 理 科 19 4
学 習 院 2
青 山 学 院 4 1
中 　 　 央 8 4
法 　 　 政 11 6
明 　 　 治 13 5
立 　 　 教 14 1
津 田 塾 6 3
東 京 女 子 7
常 葉 58 6
南 　 　 山 25
名 　 　 城 43 7
同 志 社 15 5
立 命 館 35 10
関 　 　 西 13 6
関 西 学 院 10 4

 

大学合格状況
（ 令和6年3月

 数字は合格者延べ人数 ）

坂本翔太郎さん（右）

山内　乃綾さん

左から
上杉さん
森尾さん

左から森尾さん・太田さん
 　　　阿部さん・原田さん

水球合同チーム

上段右から 2 人目
栗山さん

塚原　美聡さん 李　玲温さん

久野　杏太さん（右）
羽生　善治 九段（左）

左から	 沖　陸正さん（3 年）
	 川島　瑛斗さん（同）	
	 西垣　帆高さん（同）
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取締役相談役

磐田南高校セーラー服のご用命は
　　　専門工場のキンパラへ

令和6年 創業90年
　あこがれの
  1本線
セーラー服

キンパラ株式会社

本　　社　磐田市見付1963-11
自社工場　磐田市見付2425-8
TEL 0538-35-5404

中
庭
・
南
庭
の
樹
木

校
地
利
用
計
画
に
伴
い
伐
採

中
庭
・
南
庭
の
樹
木

校
地
利
用
計
画
に
伴
い
伐
採

本
号
を
編
集
す
る
に
あ
た

り
、
多
く
の
同
窓
生
と
出
逢
う

こ
と
が
で
き
、
改
め
て
磐
南
生

の
絆
を
感
じ
ま
し
た
。
1
年
に

1
回
の
た
よ
り
で
何
を
お
伝
え

す
る
か
毎
年
悩
み
ま
す
。
皆
様

方
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

編
集
委
員
長

　
　

鈴
木  

万
里
子
（
高
25
回
）

本
と
樹
種
が
豊
富
で
あ
っ

た
。
ス
イ
リ
ュ
ウ
ヒ
バ
等
、

園
芸
用
の
樹
種
・
品
種
が

多
く
見
ら
れ
、
記
念
樹
等
と

し
て
植
栽
さ
れ
た
も
の

や
、
南
庭
の
イ
チ
ョ
ウ
の

大
木
の
よ
う
に
樹
齢
が

1
0
0
年
近
い
木
も
あ

り
、
御
校
の
歴
史
を
感
じ

な
が
ら
調
査
を
行
っ
た
」

と
の
こ
と
で
あ
る
。
な

お
、
在
校
生（
地
学
部
員
）

の
協
力
の
下
、
画
像
を
基

に
し
た
3
次
元
モ
デ
ル

を
作
成
中
で
、
来
年
2
月

に
完
成
予
定
で
あ
る
。

卒
業
50
周
年
記
念
事

業
と
し
て
設
置
さ
れ
た

中
庭
の
「
阿
多
古
石
（
緑

泥
片
岩
）」（
中
16
回
生
寄
贈
）

は
、
解
体
業
者
の
協
力
を
得

て
、
正
門
正
面
ロ
ー
タ
リ
ー

内
に
移
設
す
る
こ
と
が
で
き

た
。ま
た
、
東
門
正
面
に
あ
っ

た
「
校
歌
碑
」（
高
46
回
生
寄

贈
）
や
中
庭
の
石
碑
「
こ
ゝ
に

昼
定
あ
り
き
」（
1
9
8
1
年

3
月
設
置
）
も
同
じ
ロ
ー
タ

リ
ー
内
に
移
設
さ
れ
た
。

　

46
回
生
に
よ
る
慰
霊
祭
は
今

年
も
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、
55

回
生
に
よ
る
総
会
も
例
年
通

り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。
当
番
年
次
の
皆
様
の
ご

尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
来
年
11
月
発
行
予
定
の

『
同
窓
会
員
名
簿
』
へ
の
ご
協

力
も
会
員
の
皆
様
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

校
内
幹
事
長

　
　

芳
野  

博
之
（
高
35
回
）

県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学

の
協
力
を
得
て
記
録
保
存

旧
校
舎
跡
地
に
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
等
の
体
育
施
設
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
中

庭
の
す
べ
て
の
樹
木
・
南
庭

の
一
部
の
樹
木
が
伐
採
さ
れ

た
。
卒
業
生
に
よ
る
記
念
植

樹
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
窓

会
で
は
、
県
立
農
林
環
境
専

門
職
大
学
の
平
岡
裕
一
郎
准

教
授
（
森
林
学
）
の
協
力
を
得

て
、
樹
木
の
種
類
や
位
置
を

図
面
や
画
像
で
記
録
保
存
す

る
こ
と
と
し
た
。
2
つ
の
庭

園
の
樹
木
は
表
1
の
と
お
り

で
あ
る
。
平
岡
准
教
授
に
よ

る
と
、「
中
庭
の
樹
木
は
14
種

49
本
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

南
庭
の
樹
木
は
44
種
1
0
4

金
メ
ダ
ル

高
7
回

銀
メ
ダ
ル

高
17
回

銅
メ
ダ
ル

高
27
回

終
戦
後
、学
区
が
幾
度
か
変

り
、南
高
へ
入
学
で
き
る
よ
う
に

な
り
嬉
し
か
っ
た
。当
時
の
校
舎

は
木
造
平
屋
建
て
。英
語
の
先
生

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
英
語
を
教
え

て
い
た
先
生
で
日
本
語
を
使
用
し

な
か
っ
た
。ど
の
ク
ラ
ブ
も
熱
心

に
活
動
し
て
お
り
、陸
上
部
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
し
、磐
田
駅

に
凱
旋
し
た
選
手
た
ち
は
大
勢

の
市
民
か
ら
祝
賀
を
受
け
た
。

先
日
、新
校
舎
を
見
学
し
た
。

丁
度
休
み
時
間
と
な
り
、朗
ら
か

な
生
徒
た
ち
の
声
や
女
子
生
徒

の
笑
い
声
に
心
が
洗
わ
れ
る
感
じ

が
し
た
。母
校
の
益
々
の
発
展
を

祈
る
。　
　
　

  （
柴
田　

和
夫
）

旧
校
舎
完
成
直
後
の
昭
和
47

（
1
9
7
2
）年
入
学
。中
庭
に

響
く
工
事
の
爆
音
と
と
も
に
高

校
生
活
が
始
ま
っ
た
。自
由
闊
達

な
校
風
の
中
、フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

隆
盛
の
時
代
で
髪
を
長
く
伸
ば

す
男
子
も
多
か
っ
た
。上
級
生
の

ど
迫
力
に
ビ
ビ
っ
た
応
援
練
習
、

情
熱
を
燃
や
し
た
は
ぐ
ま
祭
、フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
熱
気
と
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
の
炎
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

社
会
に
出
て
I
C
T
の
著
し

い
進
展
や
経
済
の
荒
波
に
揉
ま

れ
た
。
総
会
担
当
を
契
機
に
同

級
生
の
有
難
さ
を
感
じ
、今
で
も

約
70
人
が
S
N
S
で
連
絡
を
取

り
合
い
親
睦
旅
行
に
出
か
け
た
り

し
て
い
る
。い
よ
い
よ「
こ
こ
か
ら

が
生
命
力
の
見
せ
所
」。メ
ダ
ル

を
胸
に
、同
級
生
の
絆
を
大
切

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
明
日
に
向
か
っ

て
力
強
く
歩
ん
で
い
き
た
い
。

  
（
近
藤　

政
史
）

昭
和
の
時
代
を
生
き
抜
き
く

ぐ
り
抜
け
て
77
歳
の
喜
寿
を
迎

え
た
。
昭
和
21
年
と
22
年
の
早

生
ま
れ
の
我
々
は
生
粋
の
戦
後

生
ま
れ
。
私
た
ち
の
仲
間
が
昨

秋
、喜
寿
記
念
企
画
で「
新
校

舎
を
見
学
す
る
会
」を
開
い
て

く
れ
た
。

ピ
カ
ピ
カ
の
新
校
舎
や
教
室

を
見
て
、自
分
た
ち
が
入
学
し

た
時
の
校
舎
が
木
造
で
あ
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
。一
教
室
50

人
に
及
ぶ
す
し
詰
め
教
室
。
教

壇
に
は「
鈴
木
の
列
」と
記
し
た

座
席
表（
席
順
）。い
か
に
鈴
木

姓
が
多
か
っ
た
か
。（鈴

木　

知
明
）

北　　館

南　　館

昇降口

ロータリー

西門 正門

卒
業
70
周
年
・
60
周
年
・
50
周
年

　
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！！

令
和
7
年
度

各
種
当
番
年
次

高校66回生（新年次役員選出）
高校56回生（総会担当）
高校47回生（慰霊祭担当）
高校37回生（同窓会に資金援助）
高校28回生（同窓会より銅メダル贈呈・母校に資金援助）
高校18回生（同窓会より銀メダル贈呈）
高校8回生  （同窓会より金メダル贈呈）

卒業10周年
卒業20周年
卒業30周年
卒業40周年
卒業50周年
卒業60周年
卒業70周年

 

編
集
室
よ
り

 

事
務
局
よ
り

中庭（阿多古石（中央）・ケヤキ・アラカシ等）

南庭（旧校舎解体前）
南庭（旧校舎解体後）

ロータリーに移設された校歌碑・阿多古石等

樹種名 南庭 中庭 ロータリー
アカマツ 5
アラカシ 4 33
アララギ 2
イチョウ 2
イヌツゲ 1
イヌビワ 3 1
イロハカエデ 7
ウメ 1
ウメモドキ 3
エノキ 1
カイヅカイブキ 1 1
カナメモチ 1
カンツバキ 1
クスノキ 2 2
クロガネモチ 5 2
クロマツ 1
ゲッケイジュ 1
コウヤマキ 2
サザンカ 1 1
サツキ 12* 6* 4*
サルスベリ 4
シュロ 2
シラカシ 2
スイリュウヒバ 5
スダジイ 7
ソテツ 1 1*
ソメイヨシノ 1
ドウダンツツジ 2* 2*
トベラ 5 2
ナツメ 2
ナンテン 1
ネズミモチ 2
ハマヒサカキ 4 4* 周囲
ヒサカキ 3
ヒノキ 7
ヒムロ 1
ヒラドツツジ 16* 2* 3*
ムクノキ 1
モッコク 1 1
ヤブツバキ 10
ヤマモモ 1 1
ライラック 1
ラカンマキ 1 5
*低木や株立の本数は正確ではありません。

〈表1〉南庭・中庭・ロータリーの樹木

作成中の3次元モデル画像
右側が正門前ロータリー、左側が南庭


